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2
0
2
0
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症（
C
O
V
I
D-

19
）一
色
で
あ
っ
た
。そ
の

脅
威
は
2
0
2
1
年
１
月
の
今
も
世
界
中
で
続

い
て
い
る
。本
校
で
は
、学
生
と
教
職
員
の
健
康

と
生
命
を
守
る「
安
全
と
安
心
」を
基
本
方
針

と
し
、「
徳
山
高
専
に
お
け
る
新
し
い
行
動
基

準
」「
学
校
再
開
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」「
課
外
活
動
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」「
徳
山
高
専
C
O
V
I
D-

19
対

策
基
本
方
針
」を
取
り
ま
と
め
、「
学
び
を
止

め
ず
」質
保
証
を
目
指
し
て
学
校
活
動
を
継
続

し
て
き
た
。

緊
急
事
態
宣
言
の
も
と
４
月
臨
時
休
校
後
、

オ
ン
ラ
イ
ン（
以
下
、Ｏ
Ｌ
）授
業
を
始
め
た
。地

域
の
感
染
状
況
や
通
学
手
段
、学
生
寮
な
ど
に

よ
り
、登
校
方
法（
学
生
在
宅
、分
散
登
校
、半

数
登
校
、全
数
登
校
）と
授
業
形
態（
対
面
授

業
、Ｏ
Ｌ
授
業
）を
段
階
的
に
変
更
し
、現
在
は

全
数
登
校
で
の
対
面
授
業（
一
部
Ｏ
Ｌ
授
業
）

と
し
て
い
る
。課
外
活
動
や
学
生
寮
で
の
対
応

も
同
時
に
進
め
て
き
た
。

高
専
機
構
Ｍ
Ｃ
Ｃ（
注
）に
準
拠
し
、授
業
内

容
の
精
選
・
順
序
変
更
、授
業
方
法
や
評
価
方

法
の
工
夫
・
変
更
、開
講
時
期（
前
期
・
後
期
）の

変
更
な
ど
を
行
っ
た
。Ｏ
Ｌ
授
業
と
対
面
授
業

を
同
時
に
行
う〝
ハ
イ
フ
レ
ッ
ク
ス
授
業
〞や
３

ク
ラ
ス
合
同
Ｏ
Ｌ
授
業
な
ど
の
新
し
い
授
業
形

態
も
実
践
し
て
い
る
。知
識
・ス
キ
ル
の
定
着
や

授
業
へ
の
参
加
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
な
ど
の
た

め
の
I
C
T
活
用
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、リ

ア
ル
タ
イ
ム
／
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
の
教
材
の
有
効

活
用
や
授
業
の
録
画
配
信
な
ど
も
効
果
的
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。学
生
と
教
員
の
双
方

向
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
実

践
や
Ｏ
Ｌ
授
業
と
対
面
授
業
を
組
み
合
わ
せ

た〝
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
授
業
〞も
進
ん
で
い
る
。

学
生
へ
の
数
回
の
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か

ら
、①
課
題
の
多
さ
に
学
生
は
負
担
を
感
じ
て

い
る
も
の
の（
教
員
は
少
し
ず
つ
課
題
を
減
ら

し
て
い
る
）、②
教
員
の
授
業
で
の
フ
ィ
ー
ド
バッ

ク
は
十
分
に
行
わ
れ
て
お
り
、③
Ｏ
Ｌ
授
業
は

対
面
授
業
と
同
等
に
有
効
に
実
施
さ
れ
、④
授

業
に
対
す
る
疲
労
度
も
時
期
の
経
過
と
と
も

に
か
な
り
低
下
し
て
い
る
。

学
校
生
活
に
お
け
る
授
業
、研
究
、課
外
活

動
や
何
気
な
い
日
々
の
場
面
で
、学
生
同
士
、

学
生
と
教
職
員
な
ど
が
対
面
で
接
す
る
こ
と

は
決
し
て
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。こ
の
貴

重
な
Ｏ
Ｌ
授
業
の
経
験
か
ら
、I
C
T
を
よ
り

積
極
的
に
活
用
し
た
対
面
授
業
、Ｏ
Ｌ
授
業
や

そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
多
様
な
授
業
形
態

を
学
生
主
体
の
視
点
で
創
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
。

「
新
し
い
生
活
様
式
」に
よ
り
、授
業
、授
業

管
理
や
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
ほ
か
、学
内
会
議
や

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、企
業
研
究
会
、国
際
交

流
、高
専
祭
、教
職
員
の
リ
モ
ー
ト
勤
務
な
ど

教
育
研
究
活
動
全
般
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ

ル・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）が
一
気
に
加

速
し
て
い
る
。本
校
が
取
り
組
ん
で
き
た〝
学

習
者
主
体
〞の
教
育
改
革（
Ａ
Ｐ
事
業「
卒
業

時
に
お
け
る
質
保
証
の
取
組
の
強
化
」、高
専

機
構
Ｍ
Ｃ
Ｃ
推
進
事
業
な
ど
）の
実
質
化
を
進

め
る
中
で
、教
育
の
Ｄ
Ｘ
進
展
に
よ
り
学
生
一

人
ひ
と
り
に
対
し
質
保
証
さ
れ
た
高
専
教
育

が
一
層
進
化
で
き
る
に
違
い
な
い
。
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加速する高専教育のDX推進

巻頭言

1 . C r e a t i o n ／創造

2 . C h a l l e n g e ／挑戦

3 . C o o p e r a t i o n ／協働

4 . C o m m u n i c a t i o n ／コミュニケーション

5 . C r i t i c a l  t h i n k i n g ／批判的思考

5つのC

はなれていても心はひとつ！

徳山工業高等専門学校
校長

勇 秀憲

（注）高専機構ＭＣＣ：
国立高専における教育の質を保証
し、高専の全学生が到達すべき目標
としての最低限の能力水準と具体的
な修得内容を示す「コア」と、高専教
育のより一層の高度化を図るための
指針となる「モデル」を示したもの。国
立高等専門学校機構モデルコアカリ
キュラム（Model Core Curriculum）。
https://www.kosen-k.go.jp/about/
profile/main_super_kosen.html

表紙は、コロナ禍の中でも「できない」ではな
く、「どうやったらできるか」を考え、学生会が中
心となり企画・運営したクリスマスイベントの様
子です。教室管理棟の前に設置したメインス
テージから各教室に映像配信する形で開催しま
した。中庭にはクリスマスイルミネーションやラ
ンプを設置し、クリスマスイベントを盛りあげま
した。（撮影：写真部）



じ
て
、
高
専
教
育
に
は
対
面
で
行

う
部
分
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が

再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。特
に
、実
験
・

実
習
等
の
実
施
に
関
し
て
は
、
ど

の
よ
う
にｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
の
状
況

下
で
実
現
し
て
い
く
の
か
、
よ
り

一
層
の
工
夫
・
検
討
が
必
要
で
す
。

●
今
回
の
「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
」
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る

対
応
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
休

校
措
置
を
と
っ
て
い
た
自
然
災
害

時
に
も
実
施
可
能
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
い
つ
で
も
「
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
」
へ
対
応
で
き
る
教
員
の

準
備
と
、
家
庭
に
お
け
る
環
境
の

整
備
を
早
め
に
実
施
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

現
在
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は

感
染
拡
大
し
て
お
り
、
今
後
も
世
界
的
な

感
染
拡
大
が
あ
り
得
る
こ
と
を
し
っ
か
り
認

識
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
非

常
に
有
効
な
治
療
薬
や
ワ
ク
チ
ン
の
開
発

が
成
功
し
て
も
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

ｏ
ｕ
ｔ
コ
ロ
ナ
と
い

う
状
況
は
来
な
い
、
す
な
わ
ち
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ

ロ
ナ
と
い
う
状
況
に
変
化
が
生
じ
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
す
。
従
っ
て
、
こ
れ
か
ら
は
、

今
ま
で
の
常
識
で
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
よ

う
な
教
育
手
法
が
導
入
さ
れ
、
学
生
に
は
、

今
ま
で
と
は
異
な
る
「
資
質
や
能
力
」
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
を
し
っ
か

り
と
認
識
し
て
、
勉
学
や
課
外
活
動
に
励

む
必
要
が
出
て
き
ま
す
。

本
校
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
言
わ
れ
る
状
況

が
収
束
し
、ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
と
言
う
状
況
に

な
っ
た
時
に
は
、
対
面
形
式
の
実
験
・
実
習
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
等
の
展
開
と
共
に
、
充
実
し
た
「
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
」
の
コ
ン
テ
ン
ツ
も
提
供
し
な

が
ら
、
本
校
や
他
校
の
教
員
が
、
数
百
人

の
学
生
に
対
し
て
講
義
を
実
施
す
る
「
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
型
」の
授
業
展
開
を
目
指
し
ま
す
。

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
」
授
業
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
を
た
だ
の
対
面
授
業
の
代
替
え
と
し

て
実
施
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
オ
ン

ラ
イ
ン
と
対
面
授
業
を
単
に
組
み
合
わ
せ
た

授
業
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

型
」
の
授
業
展
開
が
進
め
ば
、
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
の
良
さ
で
あ
る
繰
り
返
し
学
習
も
活

用
し
な
が
ら
、
個
々
の
学
生
の
理
解
度
に
合

わ
せ
た
学
習
の
個
別
化
と
最
適
化
を
進
め

る
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

サ
イ
バ
ー×

リ
ア
ル
融
合
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
進
め
、

こ
れ
ら
の
「
新
し
い
教
育
の
あ
り
方
」
を
検

討
す
る
際
に
は
、「
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
」
や

「
談
ラ
ン
会
」（
学
生
と
教
員
の
懇
談
会
）

等
に
よ
り
、
学
生
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
ま
た
、
教
員
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
十
分

に
実
施
し
て
、
本
校
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、

未
来
の
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
教
育
と
し
て
あ
る
べ
き

姿
を
リ
ー
ド
し
て
探
っ
て
い
き
ま
す
。

 

学
び
を
止
め
な
い
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
と
も
に

コ
ロ
ナ
と
ど
う
立
ち
向
か
っ
た
か
？

副
校
長  

教
務
主
事    

西
村 

太
志

徳山高専における New Normal Standard（新しい行動基準）

学校再開ロードマップ 課外活動ガイドライン 学生寮・特別在寮

    

学
校
の
取
り
組
み

２
０
２
０
年
１
月
に
、
中
国
武
漢
で
新
種

の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
確
認
さ
れ
て
以
来
、

我
々
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
も
た
ら
す

未
曾
有
の
驚
異
の
真
っ
只
中
に
い
ま
す
。

日
本
に
お
い
て
は
、
３
月
に
感
染
拡
大
の

第
一
波
が
発
生
し
、
４
月
か
ら
６
月
の
緊

急
事
態
宣
言
を
経
て
収
ま
り
ま
し
た
が
、

経
済
活
動
の
段
階
的
再
開
と
と
も
に
、
東

京
を
主
な
起
点
と
し
た
感
染
の
第
二
波
が

７
月
初
め
に
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
第
二
の

感
染
拡
大
の
う
ね
り
は
、
１０
月
に
一
定
の

収
ま
り
を
見
せ
つ
つ
あ
り
ま
し
た
が
、
気
温

が
下
が
っ
て
き
た
１１
月
以
降
、
感
染
拡
大
の

ペ
ー
ス
が
速
く
な
り
、
新
規
の
感
染
者
数
や

重
症
患
者
数
は
第
二
波
の
ピ
ー
ク
を
超
え
、

感
染
の
第
三
波
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
０
２
１
年
１
月
７

日
、
遂
に
、
東
京
、
埼
玉
、
千
葉
、
神
奈
川

の
一
都
三
県
を
対
象
に
緊
急
事
態
宣
言
が

発
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
私
た
ち
は
感

染
拡
大
を
防
ぎ
な
が
ら
生
活
し
、
こ
の
感

染
症
と
共
存
し
て
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
、
本
校
が
こ
れ

ま
で
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
振
り
返

り
、
今
後
の
本
校
の
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
２
月
２７
日
に
、
全
国
の
小
中

高
校
に
臨
時
休
校
要
請
の
考
え
が
公
表
さ

れ
ま
し
た
。
本
校
は
す
で
に
学
年
末
休
業

に
入
っ
て
い
た
た
め
、
２
０
１
９
年
度
の
授

業
等
に
は
影
響
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

卒
業
式
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し

た
。
新
年
度
に
入
り
、
新
入
生
、
教
員
限

定
で
の
入
学
式
を
４
月
５
日
に
挙
行
し
ま
し

た
が
、
三
密
を
避
け
、
リ
ス
ク
を
い
か
に
軽

減
す
る
か
検
討
し
た
結
果
、
休
業
期
間
を

延
長
し
、
５
月
１０
日
ま
で
の
一
ヶ
月
あ
ま

り
を
臨
時
休
業
と
し
、
前
期
開
始
を
５
月

１１
日
に
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
時
は
、
ま

だ
多
く
の
人
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
早
期
に
終
息
し
、
元
の
生
活
に
戻
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
校
で
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に

対
応
す
る
基
本
方
針
と
し
て
、
次
の
三
項

目
を
定
め
ま
し
た
。

❶
学
生
と
教
職
員
の
健
康
と
生
命
を

守
る
、す
な
わ
ち
「
安
全
と
安
心
」

を
最
優
先
事
項
と
す
る
。

❷
①
の
も
と
で
、「
学
び
を
止
め
な

い
」
準
備
を
し
、
学
生
に
教
育
活

動
を
提
供
す
る
。

❸
①
の
も
と
で
、
研
究
活
動
を
継
続

す
る
。

本
校
の
こ
れ
ま
で
の
施
策
は
、
全
て
前

記
❶
〜
❸
の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
決
定
し
て

き
て
お
り
、
今
後
も
そ
の
基
本
方
針
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

４
月
１６
日
に
は
緊
急
事
態
宣
言
が
七
都

道
府
県
か
ら
全
国
に
広
げ
ら
れ
、
山
口
県

で
も
、
周
南
市
、
下
松
市
、
光
市
、
岩
国

市
等
に
お
い
て
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
学
校
再
開
後
は
、
対
面
授
業
で

は
な
く
、
全
面
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
学
内
で
は
、教
員
対
象
に
開
催
し
た
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
す
る
た
め
の
研

修
会
に
、
多
く
の
教
員
が
参
加
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
の
準
備
を
は
じ
め
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
の
再
開
に
際
し
て
は
、
最

初
の
一
週
間
を
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
サ
ポ
ー
ト

週
間
と
し
て
、
学
生
全
員
がM

icrosoft 
Team

s

を
使
用
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が

受
講
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
し
た
後
、
６

月
末
ま
で
、
学
生
在
宅
で
の
全
授
業
科
目

の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
（
リ
ア
ル
タ
イ
ム
／
オ

ン
デ
マ
ン
ド
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
５
月
２４

日
か
ら
は
五
年
生
及
び
専
攻
科
二
年
生
の

た
め
に
、
卒
業
研
究
や
専
攻
科
特
別
研
究

を
許
可
制
で
登
校
可
能
と
し
ま
し
た
。
全

授
業
科
目
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
学
生
、

教
員
共
に
初
め
て
の
実
施
で
あ
っ
た
た
め
、

二
週
間
お
き
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
そ
れ

ま
で
の
授
業
を
振
り
返
り
、
授
業
中
の
休

憩
の
取
り
方
や
課
題
の
実
施
方
法
等
の
改

善
を
行
い
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
し
な
が
ら
、
学

校
と
し
て
は
、
６
月
中
旬
に
「
徳
山
高
専
に

お
け
るN
ew

 N
orm

al Standard

（
新

し
い
行
動
基
準
）」
を
策
定
（
１２
月
24
日
改

定
）
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
「
学
校
再
開
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
」「
課
外
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」「
学

生
寮
・
特
別
在
寮
」
を
公
開
し
ま
し
た
。

５
月
２５
日
に
緊
急
事
態
宣
言
が
全
面
的

に
解
除
さ
れ
、
６
月
１９
日
に
都
道
府
県
を

ま
た
ぐ
移
動
の
自
粛
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
制
限

等
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
学
校
活

動
を
段
階
的
に
再
開
す
る
こ
と
と
し
、
ま

ず
は
、
６
月
１９
日
か
ら
、
土
日
・
祝
日
限

定
の
課
外
活
動
を
再
開
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
７
月
１
日
か
ら
８
月
６
日
ま
で
、
分
散

登
校（
希
望
す
る
学
生
が
一
学
年
・
週
一

回
登
校
、
寮
生
は
特
別
在
寮
で
対
応
）に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業（
一
部
対
面
授
業
）を

実
施
し
ま
し
た
。
一
年
生
に
と
っ
て
は
、
初

め
て
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
一
緒
に
教
室
で
受

け
る
授
業
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
課
外

活
動
に
関
し
て
は
、
土
・
日
・
祝
日
及
び

登
校
日
の
活
動
を
再
開
し
ま
し
た
。

前
期
開
始
が
一
ヶ
月
以
上
遅
れ
た
た
め
、

二
週
間
程
度
と
短
く
な
っ
た
夏
季
休
業
の

後
、
８
月
２４
日
か
ら
９
月
４
日
ま
で
各
ク
ラ

ス
半
数
登
校
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
授
業

（
オ
ン
ラ
イ
ン
＋
対
面
授
業
）
を
実
施
、
そ

し
て
９
月
７
日
か
ら
９
月
３０
日
ま
で
は
、
全

学
生
登
校
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
授
業
（
オ

ン
ラ
イ
ン
＋
対
面
授
業
）
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
前
期
末
試
験
は
全
て
対
面
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

全
学
生
の
う
ち
約
三
分
の
一
が
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
て
登
下
校
し
て
い
る
こ

と
、
約
１
２
０
名
が
寮
生
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

学
生
と
教
職
員
の
健
康
と
生
命
を
守
る
「
安

全
と
安
心
」
を
最
優
先
し
た
対
応
を
取
る
と

い
う
基
本
方
針
に
立
ち
返
り
、
後
期
開
始
の

１０
月
５
日
か
ら
は
、
学
年（
ク
ラ
ス
）に
よ

り
登
校
を
分
散
さ
せ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ま
た
は

対
面
の
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
前
期
同

様
、
後
期
開
始
二
週
間
後
に
学
生
に
対
し
て

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
登
校
・
在
宅
と
オ
ン
ラ
イ
ン
・
対
面
授

業
に
関
す
る
調
査
結
果
の
、
学
び
や
す
さ
や

学
校
生
活
全
般
に
対
す
る
回
答
で
は
、
登

校
日
を
増
や
す
希
望
の
学
生
が
多
い
が
、
登

校
日
を
減
ら
す
方
向
を
希
望
す
る
学
生
も

少
数
い
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
山

口
県
に
お
い
て
は
、
９
月
末
に
感
染
に
対
す

る
一
定
の
収
束
が
見
ら
れ
、
医
療
機
関
に
は

ま
だ
十
分
な
余
裕
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
１１

月
１６
日
か
ら
全
学
生
登
校
に
切
り
替
え
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
授
業
開
始
時

刻
を
４０
分
遅
ら
せ
、
登
校
時
に
利
用
で
き
る

バ
ス
の
便
数
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
バ
ス

利
用
の
集
中
を
回
避
す
る
対
応
を
取
っ
て
い

ま
す
。

１２
月
以
降
、
大
都
市
を
中
心
に
第
三
波

と
も
言
わ
れ
る
急
激
な
感
染
が
拡
大
し
て
お

り
、
山
口
県
で
も
感
染
が
続
い
て
い
ま
す
。

本
校
で
は
、
学
生
と
教
職
員
の
健
康
と
生
命

を
守
る「
安
全
と
安
心
」を
最
優
先
事
項
と

し
、
公
共
交
通
機
関
で
の
通
学
状
況
や
授

業
時
の
三
密
を
避
け
、
現
在
の
第
三
波
や
今

後
発
生
す
る
か
も
し
れ
な
い
第
四
波
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
に
お
け
る
感
染
状

況
や
学
生
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
も
考
慮

し
た
上
で
、「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
基
づ
く

授
業
形
態
に
適
宜
変
更
し
て
い
き
ま
す
。

  
授
業
に
関
し
て

本
校
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
に
対
応
す
る
基
本
方
針
の

❷
で
示
し
た
よ
う
に
、「
学
び
を
止
め
な
い
」

た
め
、
教
職
員
は
で
き
る
限
り
の
工
夫
を

し
、
学
生
の
協
力
の
も
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
で
得
ら
れ
た
知
見
に
は
次
の
も
の
が

あ
り
ま
す
。

●「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
」
に
お
い
て

も
、
教
員
側
が
し
っ
か
り
と
準
備

を
し
、
様
々
な
ツ
ー
ル
を
適
切
に

使
用
す
れ
ば
、
学
生
と
教
員
の
ス

ム
ー
ズ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
実
施
可
能
で

あ
り
、
予
想
以
上
の
教
育
効
果
を

上
げ
る
こ
と
が
可
能
で
し
た
。
こ

れ
は
、
本
校
を
含
め
、
様
々
な
学

校
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
や
、
教
育
研
究
に
よ
り
わ

か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

●
そ
の
一
方
で
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
」
を
上
手
く
展
開
で
き
な
か
っ

た
授
業
が
あ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し

て
は
、
学
校
と
し
て
よ
り
一
層
の

教
員
へ
の
サ
ポ
ー
ト
と
授
業
改
善

を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
通

http://www.tokuyama.ac.jp/newnormal.html詳しくは

特集



じ
て
、
高
専
教
育
に
は
対
面
で
行

う
部
分
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が

再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。特
に
、実
験
・

実
習
等
の
実
施
に
関
し
て
は
、
ど

の
よ
う
にｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
の
状
況

下
で
実
現
し
て
い
く
の
か
、
よ
り

一
層
の
工
夫
・
検
討
が
必
要
で
す
。

●
今
回
の
「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
」
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る

対
応
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
休

校
措
置
を
と
っ
て
い
た
自
然
災
害

時
に
も
実
施
可
能
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
い
つ
で
も
「
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
」
へ
対
応
で
き
る
教
員
の

準
備
と
、
家
庭
に
お
け
る
環
境
の

整
備
を
早
め
に
実
施
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

現
在
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は

感
染
拡
大
し
て
お
り
、
今
後
も
世
界
的
な

感
染
拡
大
が
あ
り
得
る
こ
と
を
し
っ
か
り
認

識
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
非

常
に
有
効
な
治
療
薬
や
ワ
ク
チ
ン
の
開
発

が
成
功
し
て
も
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

ｏ
ｕ
ｔ
コ
ロ
ナ
と
い

う
状
況
は
来
な
い
、
す
な
わ
ち
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ

ロ
ナ
と
い
う
状
況
に
変
化
が
生
じ
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
す
。
従
っ
て
、
こ
れ
か
ら
は
、

今
ま
で
の
常
識
で
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
よ

う
な
教
育
手
法
が
導
入
さ
れ
、
学
生
に
は
、

今
ま
で
と
は
異
な
る
「
資
質
や
能
力
」
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
を
し
っ
か

り
と
認
識
し
て
、
勉
学
や
課
外
活
動
に
励

む
必
要
が
出
て
き
ま
す
。

本
校
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
言
わ
れ
る
状
況

が
収
束
し
、ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
と
言
う
状
況
に

な
っ
た
時
に
は
、
対
面
形
式
の
実
験
・
実
習
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
等
の
展
開
と
共
に
、
充
実
し
た
「
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
」
の
コ
ン
テ
ン
ツ
も
提
供
し
な

が
ら
、
本
校
や
他
校
の
教
員
が
、
数
百
人

の
学
生
に
対
し
て
講
義
を
実
施
す
る
「
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
型
」の
授
業
展
開
を
目
指
し
ま
す
。

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
」
授
業
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
を
た
だ
の
対
面
授
業
の
代
替
え
と
し

て
実
施
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
オ
ン

ラ
イ
ン
と
対
面
授
業
を
単
に
組
み
合
わ
せ
た

授
業
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

型
」
の
授
業
展
開
が
進
め
ば
、
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
の
良
さ
で
あ
る
繰
り
返
し
学
習
も
活

用
し
な
が
ら
、
個
々
の
学
生
の
理
解
度
に
合

わ
せ
た
学
習
の
個
別
化
と
最
適
化
を
進
め

る
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

サ
イ
バ
ー×

リ
ア
ル
融
合
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
進
め
、

こ
れ
ら
の
「
新
し
い
教
育
の
あ
り
方
」
を
検

討
す
る
際
に
は
、「
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
」
や

「
談
ラ
ン
会
」（
学
生
と
教
員
の
懇
談
会
）

等
に
よ
り
、
学
生
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
ま
た
、
教
員
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
十
分

に
実
施
し
て
、
本
校
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、

未
来
の
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
教
育
と
し
て
あ
る
べ
き

姿
を
リ
ー
ド
し
て
探
っ
て
い
き
ま
す
。

 

ハイブリッド型授業：三つのタイプ

ハイフレックス型

同じ内容の授業を、面接（対面）とオンラインで同時に行う授業方法

対面とオンラインを、教育効果を考えて組み合わせる授業方法

同じ回に異なる内容の授業を対面とオンラインで実施し、
学生は分散して受講

東京大学高等教育推進センター　田口准教授による整理に基づき改変冬の高専祭

ブレンド型

分散型

●学生が自由に選択
●どちらでも同じ質の授業
●同時に両方を考慮（高難易度）

●「モジュール型アクティブラーニング」や「反転授業」はこの1形態
●クオーター制等と組み合わせることにより集中的な学習が可能

●主に人数制限のための対応
●複数回実施等による負荷増

学
生
活
動
と
コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
の
対
応

学
生
主
事    

櫻
本 

逸
男

    

学
校
の
取
り
組
み

２
０
２
０
年
１
月
に
、
中
国
武
漢
で
新
種

の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
確
認
さ
れ
て
以
来
、

我
々
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
も
た
ら
す

未
曾
有
の
驚
異
の
真
っ
只
中
に
い
ま
す
。

日
本
に
お
い
て
は
、
３
月
に
感
染
拡
大
の

第
一
波
が
発
生
し
、
４
月
か
ら
６
月
の
緊

急
事
態
宣
言
を
経
て
収
ま
り
ま
し
た
が
、

経
済
活
動
の
段
階
的
再
開
と
と
も
に
、
東

京
を
主
な
起
点
と
し
た
感
染
の
第
二
波
が

７
月
初
め
に
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
第
二
の

感
染
拡
大
の
う
ね
り
は
、
１０
月
に
一
定
の

収
ま
り
を
見
せ
つ
つ
あ
り
ま
し
た
が
、
気
温

が
下
が
っ
て
き
た
１１
月
以
降
、
感
染
拡
大
の

ペ
ー
ス
が
速
く
な
り
、
新
規
の
感
染
者
数
や

重
症
患
者
数
は
第
二
波
の
ピ
ー
ク
を
超
え
、

感
染
の
第
三
波
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
０
２
１
年
１
月
７

日
、
遂
に
、
東
京
、
埼
玉
、
千
葉
、
神
奈
川

の
一
都
三
県
を
対
象
に
緊
急
事
態
宣
言
が

発
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
私
た
ち
は
感

染
拡
大
を
防
ぎ
な
が
ら
生
活
し
、
こ
の
感

染
症
と
共
存
し
て
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
、
本
校
が
こ
れ

ま
で
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
振
り
返

り
、
今
後
の
本
校
の
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
２
月
２７
日
に
、
全
国
の
小
中

高
校
に
臨
時
休
校
要
請
の
考
え
が
公
表
さ

れ
ま
し
た
。
本
校
は
す
で
に
学
年
末
休
業

に
入
っ
て
い
た
た
め
、
２
０
１
９
年
度
の
授

業
等
に
は
影
響
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

卒
業
式
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し

た
。
新
年
度
に
入
り
、
新
入
生
、
教
員
限

定
で
の
入
学
式
を
４
月
５
日
に
挙
行
し
ま
し

た
が
、
三
密
を
避
け
、
リ
ス
ク
を
い
か
に
軽

減
す
る
か
検
討
し
た
結
果
、
休
業
期
間
を

延
長
し
、
５
月
１０
日
ま
で
の
一
ヶ
月
あ
ま

り
を
臨
時
休
業
と
し
、
前
期
開
始
を
５
月

１１
日
に
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
時
は
、
ま

だ
多
く
の
人
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
早
期
に
終
息
し
、
元
の
生
活
に
戻
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
校
で
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に

対
応
す
る
基
本
方
針
と
し
て
、
次
の
三
項

目
を
定
め
ま
し
た
。

❶
学
生
と
教
職
員
の
健
康
と
生
命
を

守
る
、す
な
わ
ち
「
安
全
と
安
心
」

を
最
優
先
事
項
と
す
る
。

❷
①
の
も
と
で
、「
学
び
を
止
め
な

い
」
準
備
を
し
、
学
生
に
教
育
活

動
を
提
供
す
る
。

❸
①
の
も
と
で
、
研
究
活
動
を
継
続

す
る
。

本
校
の
こ
れ
ま
で
の
施
策
は
、
全
て
前

記
❶
〜
❸
の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
決
定
し
て

き
て
お
り
、
今
後
も
そ
の
基
本
方
針
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

４
月
１６
日
に
は
緊
急
事
態
宣
言
が
七
都

道
府
県
か
ら
全
国
に
広
げ
ら
れ
、
山
口
県

で
も
、
周
南
市
、
下
松
市
、
光
市
、
岩
国

市
等
に
お
い
て
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
学
校
再
開
後
は
、
対
面
授
業
で

は
な
く
、
全
面
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
学
内
で
は
、教
員
対
象
に
開
催
し
た
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
す
る
た
め
の
研

修
会
に
、
多
く
の
教
員
が
参
加
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
の
準
備
を
は
じ
め
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
の
再
開
に
際
し
て
は
、
最

初
の
一
週
間
を
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
サ
ポ
ー
ト

週
間
と
し
て
、
学
生
全
員
がM
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Team
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を
使
用
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が

受
講
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
し
た
後
、
６

月
末
ま
で
、
学
生
在
宅
で
の
全
授
業
科
目

の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
（
リ
ア
ル
タ
イ
ム
／
オ

ン
デ
マ
ン
ド
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
５
月
２４

日
か
ら
は
五
年
生
及
び
専
攻
科
二
年
生
の

た
め
に
、
卒
業
研
究
や
専
攻
科
特
別
研
究

を
許
可
制
で
登
校
可
能
と
し
ま
し
た
。
全

授
業
科
目
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
学
生
、

教
員
共
に
初
め
て
の
実
施
で
あ
っ
た
た
め
、

二
週
間
お
き
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
そ
れ

ま
で
の
授
業
を
振
り
返
り
、
授
業
中
の
休

憩
の
取
り
方
や
課
題
の
実
施
方
法
等
の
改

善
を
行
い
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
し
な
が
ら
、
学

校
と
し
て
は
、
６
月
中
旬
に
「
徳
山
高
専
に

お
け
るN

ew
 N

orm
al Standard

（
新

し
い
行
動
基
準
）」
を
策
定
（
１２
月
24
日
改

定
）
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
「
学
校
再
開
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
」「
課
外
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」「
学

生
寮
・
特
別
在
寮
」
を
公
開
し
ま
し
た
。

５
月
２５
日
に
緊
急
事
態
宣
言
が
全
面
的

に
解
除
さ
れ
、
６
月
１９
日
に
都
道
府
県
を

ま
た
ぐ
移
動
の
自
粛
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
制
限

等
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
学
校
活

動
を
段
階
的
に
再
開
す
る
こ
と
と
し
、
ま

ず
は
、
６
月
１９
日
か
ら
、
土
日
・
祝
日
限

定
の
課
外
活
動
を
再
開
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
７
月
１
日
か
ら
８
月
６
日
ま
で
、
分
散

登
校（
希
望
す
る
学
生
が
一
学
年
・
週
一

回
登
校
、
寮
生
は
特
別
在
寮
で
対
応
）に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業（
一
部
対
面
授
業
）を

実
施
し
ま
し
た
。
一
年
生
に
と
っ
て
は
、
初

め
て
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
一
緒
に
教
室
で
受

け
る
授
業
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
課
外

活
動
に
関
し
て
は
、
土
・
日
・
祝
日
及
び

登
校
日
の
活
動
を
再
開
し
ま
し
た
。

前
期
開
始
が
一
ヶ
月
以
上
遅
れ
た
た
め
、

二
週
間
程
度
と
短
く
な
っ
た
夏
季
休
業
の

後
、
８
月
２４
日
か
ら
９
月
４
日
ま
で
各
ク
ラ

ス
半
数
登
校
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
授
業

（
オ
ン
ラ
イ
ン
＋
対
面
授
業
）
を
実
施
、
そ

し
て
９
月
７
日
か
ら
９
月
３０
日
ま
で
は
、
全

学
生
登
校
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
授
業
（
オ

ン
ラ
イ
ン
＋
対
面
授
業
）
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
前
期
末
試
験
は
全
て
対
面
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

全
学
生
の
う
ち
約
三
分
の
一
が
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
て
登
下
校
し
て
い
る
こ

と
、
約
１
２
０
名
が
寮
生
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

学
生
と
教
職
員
の
健
康
と
生
命
を
守
る
「
安

全
と
安
心
」
を
最
優
先
し
た
対
応
を
取
る
と

い
う
基
本
方
針
に
立
ち
返
り
、
後
期
開
始
の

１０
月
５
日
か
ら
は
、
学
年（
ク
ラ
ス
）に
よ

り
登
校
を
分
散
さ
せ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ま
た
は

対
面
の
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
前
期
同

様
、
後
期
開
始
二
週
間
後
に
学
生
に
対
し
て

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
登
校
・
在
宅
と
オ
ン
ラ
イ
ン
・
対
面
授

業
に
関
す
る
調
査
結
果
の
、
学
び
や
す
さ
や

学
校
生
活
全
般
に
対
す
る
回
答
で
は
、
登

校
日
を
増
や
す
希
望
の
学
生
が
多
い
が
、
登

校
日
を
減
ら
す
方
向
を
希
望
す
る
学
生
も

少
数
い
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
山

口
県
に
お
い
て
は
、
９
月
末
に
感
染
に
対
す

る
一
定
の
収
束
が
見
ら
れ
、
医
療
機
関
に
は

ま
だ
十
分
な
余
裕
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
１１

月
１６
日
か
ら
全
学
生
登
校
に
切
り
替
え
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
授
業
開
始
時

刻
を
４０
分
遅
ら
せ
、
登
校
時
に
利
用
で
き
る

バ
ス
の
便
数
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
バ
ス

利
用
の
集
中
を
回
避
す
る
対
応
を
取
っ
て
い

ま
す
。

１２
月
以
降
、
大
都
市
を
中
心
に
第
三
波

と
も
言
わ
れ
る
急
激
な
感
染
が
拡
大
し
て
お

り
、
山
口
県
で
も
感
染
が
続
い
て
い
ま
す
。

本
校
で
は
、
学
生
と
教
職
員
の
健
康
と
生
命

を
守
る「
安
全
と
安
心
」を
最
優
先
事
項
と

し
、
公
共
交
通
機
関
で
の
通
学
状
況
や
授

業
時
の
三
密
を
避
け
、
現
在
の
第
三
波
や
今

後
発
生
す
る
か
も
し
れ
な
い
第
四
波
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
に
お
け
る
感
染
状

況
や
学
生
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
も
考
慮

し
た
上
で
、「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
基
づ
く

授
業
形
態
に
適
宜
変
更
し
て
い
き
ま
す
。

  

授
業
に
関
し
て

本
校
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
に
対
応
す
る
基
本
方
針
の

❷
で
示
し
た
よ
う
に
、「
学
び
を
止
め
な
い
」

た
め
、
教
職
員
は
で
き
る
限
り
の
工
夫
を

し
、
学
生
の
協
力
の
も
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
で
得
ら
れ
た
知
見
に
は
次
の
も
の
が

あ
り
ま
す
。

●「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
」
に
お
い
て

も
、
教
員
側
が
し
っ
か
り
と
準
備

を
し
、
様
々
な
ツ
ー
ル
を
適
切
に

使
用
す
れ
ば
、
学
生
と
教
員
の
ス

ム
ー
ズ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
実
施
可
能
で

あ
り
、
予
想
以
上
の
教
育
効
果
を

上
げ
る
こ
と
が
可
能
で
し
た
。
こ

れ
は
、
本
校
を
含
め
、
様
々
な
学

校
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
や
、
教
育
研
究
に
よ
り
わ

か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

●
そ
の
一
方
で
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
」
を
上
手
く
展
開
で
き
な
か
っ

た
授
業
が
あ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し

て
は
、
学
校
と
し
て
よ
り
一
層
の

教
員
へ
の
サ
ポ
ー
ト
と
授
業
改
善

を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
通

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
よ
り
、
４
月
の
１
年
生
の
合
宿
研

修
を
は
じ
め
、
課
外
活
動
、
学
生
会
活
動

な
ど
あ
ら
ゆ
る
学
生
関
係
の
活
動
に
大
き

な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
課
外
活
動
は
最
も
多
大
な

影
響
を
受
け
、
高
校
総
体
な
ど
の
高
体
連

の
大
会
、
全
国
高
専
体
育
大
会
や
中
国
地

区
高
専
体
育
大
会
を
は
じ
め
と
し
た
あ
ら

ゆ
る
体
育
大
会
が
中
止
と
な
り
、
特
に
高

体
連
や
高
専
大
会
が
最
後
の
大
会
と
な
る

予
定
で
あ
っ
た
３
年
生
と
５
年
生
に
は
非
常

に
辛
い
出
来
事
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

課
外
活
動
が
学
生
の
成
長
に
と
っ
て
非
常

に
有
益
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
我
々

は
出
来
る
限
り
そ
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
は
高
齢
者
や
免
疫
力
が
低
い
人
々
へ

の
多
大
な
脅
威
に
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

方
々
へ
の
配
慮
も
必
要
で
す
。
そ
の
よ
う
な

状
況
の
中
で
は
感
染
対
策
の
考
え
方
は
人

に
よ
り
様
々
で
あ
り
、
全
員
が
満
足
す
る

活
動
方
針
を
決
定
す
る
こ
と
は
非
常
に
難

し
い
こ
と
で
す
。

本
校
で
は
、
C
O
V
I
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感
染
拡
大

に
対
し
て
「
安
全
と
安
心
」
を
最
優
先
事

項
と
す
る
と
い
う
基
本
方
針
に
沿
っ
て
、
近

隣
の
小
中
高
、
高
専
、
大
学
な
ど
の
教
育

機
関
な
ど
の
状
況
も
注
視
し
な
が
ら
、
課

設
置
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
と
談
話
室
か
ら
全

教
室
へ
の
配
信
を
行
い
ま
し
た
。
配
信
は
初

め
て
の
経
験
で
あ
り
、
技
術
的
事
項
そ
の

他
の
様
々
な
制
限
の
あ
る
困
難
な
状
況
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
学
生
会
の
み
な
ら
ず

特
別
に
協
力
し
て
く
れ
た
学
生
や
教
職
員

の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
で
何
と
か
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

常
で
あ
れ
ば
６
月
に
学
生
会
総
会
が
開
催

さ
れ
る
は
ず
で
し
た
が
、
今
年
度
は
オ
ン

ラ
イ
ン
形
式
で
８
月
後
半
に
評
議
委
員
会
、

９
月
に
入
っ
て
学
生
会
総
会
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
初
め
て
の
形
式
で
あ
り
、
学
生
会

の
皆
さ
ん
も
通
常
と
は
異
な
る
環
境
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
戸
惑
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。高

専
祭
に
つ
い
て
は
、
当
初
は
感
染
対

策
に
十
分
な
配
慮
を
し
た
上
で
規
模
を
縮

小
し
て
通
常
の
形
式
で
行
う
予
定
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
ス
ポ
ン
サ
ー
活
動
が
で
き

な
い
こ
と
に
よ
る
予
算
の
削
減
、
後
期
開

始
後
の
半
数
登
校
に
よ
る
準
備
時
間
の
不

足
、
主
に
食
品
を
扱
う
バ
ザ
ー
等
で
の
感

染
対
策
、
外
部
か
ら
の
入
場
者
の
対
策
な

ど
様
々
な
理
由
か
ら
学
生
会
と
共
に
総
合

的
な
判
断
を
行
い
、
残
念
な
が
ら
高
専
祭

は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
、
感
染
対
策

と
し
て
下
級
生
と
上
級
生
を
午
前
・
午
後

に
分
け
て
実
施
し
た
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
お
よ
び

１２
月
２３
日
の「
冬
の
高
専
祭
」
に
お
い
て
は
、

学
生
会
と
高
専
祭
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん

の
活
躍
に
よ
り
何
と
か
活
動
実
績
を
残
す

こ
と
が
で
き
、
来
年
度
以
降
の
活
動
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
１２
月

末
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
飾
り
つ
け
、
玄
関
前
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
の

外
活
動
の
実
施
に
関
す
る
方
針
を
定
め
て

き
ま
し
た
。

４
月
か
ら
全
面
禁
止
を
し
て
い
た
課
外

活
動
の
再
開
に
あ
た
っ
て
は
、
６
月
に
学
生

の
皆
さ
ん
の
健
康
確
保
を
最
優
先
と
し
た

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
対
策
を
定
め
、

活
動
に
お
け
る
人
数
の
制
限
、
活
動
時
間
、

活
動
方
法
な
ど
に
つ
い
て
段
階
的
な
ス
テ
ッ

プ
を
踏
ん
だ
「
徳
山
高
専
課
外
活
動
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
、
ま
ず
は
土
日
・

祝
日
の
活
動
に
限
定
し
た
活
動
を
許
可
し

ま
し
た
。
次
に
、
分
散
登
校
が
始
ま
っ
た
７

月
か
ら
は
、
登
校
学
生
に
限
り
平
日
（
登

校
日
）
の
活
動
も
認
め
て
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
夏
季
休
業
期
間
を
経
て
８
月
下
旬

の
半
数
登
校
時
か
ら
は
、
登
校
学
生
に
限

り
原
則
と
し
て
平
日
４
日
間
（
１8
時
４５
分

下
校
）、
土
日
の
い
ず
れ
か
一
日
（
３
時
間

以
内
）
の
活
動
日
の
設
定
を
行
い
、
後
期

か
ら
の
全
数
登
校
に
至
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
間
、
学
生
や
保
護
者
の
皆
様
に
は
、

ク
ラ
ブ
活
動
参
加
に
係
る
同
意
書
の
提
出

や
保
護
者
に
よ
る
送
迎
な
ど
登
校
時
の
三

密
を
避
け
る
よ
う
な
工
夫
の
お
願
い
を
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
も
指
導
教
員

か
ら
提
出
さ
れ
て
い
る
課
外
活
動
指
導
計

画
お
よ
び
活
動
報
告
に
よ
り
学
生
の
活
動

状
況
の
把
握
も
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

次
に
、
学
生
会
活
動
に
関
し
て
は
、
通
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高
城
寮
の
軌
跡
と
役
割

寮
務
主
事    

海
田 

辰
将

高
城
寮
は
、
現
在
１
１
１
名
の
寮
生
が

集
団
生
活
す
る
本
校
の
教
育
施
設
で
あ
り
、

寮
生
た
ち
の
生
活
・
就
学
の
基
盤
（
イ
ン

フ
ラ
）
で
す
。

今
思
え
ば
、
休
校
・
遠
隔
授
業
中
の
４

月
〜
７
月
は
「
で
き
な
い
」「
中
止
・
延
期
」

「
仕
方
な
い
」
と
い
っ
た
言
葉
が
学
校
内
に

も
飛
び
交
っ
て
お
り
、
次
々
と
出
現
す
る
目

の
前
の
リ
ス
ク
を
と
か
く
「
避
け
る
」
こ
と

に
精
一
杯
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
集
団
生
活
を
基
礎
と
す
る
高
城
寮

で
は
、
休
校
・
閉
寮
が
決
定
さ
れ
た
翌
週

か
ら
、
寮
内
で
コ
ロ
ナ
罹
患
者
が
出
る
こ
と

を
想
定
し
た
対
策
に
乗
り
出
し
、
そ
の
翌

週
に
は
「
コ
ロ
ナ
対
応
フ
ロ
ー
」
を
策
定
し

て
い
ま
す
。
次
い
で
、
高
城
寮
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
健
康
管
理
表
を
行
政
機
関
の
支
援
を
受

け
な
が
ら
作
成
、
さ
ら
に
は
高
城
寮
で
コ
ロ

ナ
罹
患
者
が
出
た
場
合
の
消
毒
方
法
や
学

寮
再
開
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
と
い
っ
た
、『
コ
ロ

ナ
罹
患
者
が
当
た
り
前
に
生
じ
る
こ
と
を

前
提
と
し
た
最
大
限
の
対
策
』
を
行
う
と

い
う
基
本
方
針
を
最
初
に
固
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
高
城
寮
は
閉
寮
期
間
中
に
前

例
の
無
い
２
つ
の
「
特
別
在
寮
」
の
実
施
を

決
断
し
ま
し
た
。

１
つ
目
は
、
遠
隔
授
業
に
対
応
す
る
こ

と
が
困
難
な
全
て
の
学
生
を
受
け
入
れ
る

と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
特
別
在
寮
は
、

寮
生
だ
け
で
な
く
、
通
学
生
も
対
象
と
し
、

Ｇ
Ｗ
明
け
か
ら
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

学
寮
と
い
う
施
設
が
普
段
は
寮
生
た
ち
の

生
活
・
就
学
の
基
盤
で
あ
る
と
同
時
に
、「
非

常
時
に
は
全
学
生
の
就
学
を
保
証
す
る

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
と
し
て
の
役
割
が
あ

る
と
の
考
え
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

２
つ
目
の
特
別
在
寮
は
、
寮
生
を
対
象

と
し
た
学
校
活
動
の
段
階
的
再
開
の
た
め

の
特
別
在
寮
で
あ
り
、
６
月
末
か
ら
受
け

入
れ
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
こ
の
特
別
在

寮
は
、
遠
隔
授
業
だ
け
で
な
く
、
ク
ラ
ブ

活
動
、
研
究
活
動
、
コ
ン
ペ
活
動
と
い
っ
た
、

全
て
の
学
生
活
動
に
関
わ
る
不
安
や
困
難

を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。

こ
の
頃
に
は
、
８
月
の
開
寮
に
向
け
た
具

体
的
な
準
備
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

に
対
応
す
る
た
め
、
全
寮
生
の
同
時
接
続

に
耐
え
う
る
寮
内W

i -F
i

環
境
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
着
手
し
て
お
り
、
９
月
に
寮
内
の
全

Ａ
Ｐ
の
更
新
、
光
回
線
の
増
線
、
I
P
v
6

化
を
実
現
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
補
正
予

算
の
獲
得
に
よ
っ
て
、
寮
食
堂
に
大
型
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
を
備
え
た
w
e
b
会
議
シ
ス
テ
ム

を
２
セ
ッ
ト
、
各
階
の
ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
に
も
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
対
応
可
能
な

供
用
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン
、
プ
リ
ン
タ
、

液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
導
入
な
ど
、
脆
弱

だ
っ
た
寮
内
の
I
C
T
環
境
を
一
新
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
毎
月
実
施
さ
れ
る
ア

セ
ン
ブ
リ
や
寮
生
会
選
挙
な
ど
、
従
来
は

寮
食
堂
に
て
集
合
形
式
で
実
施
し
て
い
た

イ
ベ
ン
ト
を
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
し
ま
し

た
。
一
方
、
寮
生
た
ち
も
こ
れ
ら
の
設
備

を
う
ま
く
活
用
し
て
く
れ
て
お
り
、
例
え

ば
ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
で
友
人
と
一
緒
に

授
業
を
受
け
る
こ
と
で
、
遠
隔
授
業
な
が

ら
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ

を
教
え
合
う
姿
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。そ

の
他
、
一
部
の
届
け
出
書
類
に
つ
い
て

も
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
、
業
務
効
率
化
と
接

触
の
機
会
を
減
ら
し
て
い
ま
す
。

後
期
に
な
る
と
、
学
寮
イ
ベ
ン
ト
も
再

開
し
ま
し
た
。
寮
生
会
と
連
携
し
、
コ
ロ
ナ

対
策
に
配
慮
し
た
従
来
と
異
な
る
形
だ
け

れ
ど
も
、
楽
し
さ
や
面
白
さ
を
追
求
し
た

寮
生
マ
ッ
チ
＆
B
B
Q
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
、

予
餞
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

高
城
寮
は
、
従
来
か
ら
教
育
寮
と
し
て

寮
生
の
学
業
だ
け
で
な
く
社
会
性
・
人
間

教
育
の
場
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す

が
、
今
回
の
よ
う
な
非
常
事
態
で
は
、
一

人
で
も
多
く
の
学
生
を
支
援
す
る
た
め
、

前
例
に
捉
わ
れ
な
い
形
で
の
高
城
寮
の
活

用
に
つ
い
て
考
え
、
そ
の
一
部
を
実
際
に
実

現
し
た
こ
と
で
、
生
活
・
就
学
基
盤
と
し

て
の
役
割
と
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。ク

リ
エ
イ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

徳
山
高
専
ぞ
く
ぞ
く
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
中

念願の男子更衣室ができました！
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2

６
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6 実習棟
令和２年３月全面改修

9 高城寮
令和２年３月全面改修

7 テクノ・リフレッシュ
教育センター
現在全面改修工事中
令和３年２月完成予定

8 教室・管理棟
平成20年3月全面改修
令和元年10月外壁改修

実
習
棟
は
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
ス
ペ
ー
ス
の
再
配
分
を

図
り
、
狭
隘
化
を
解
消
し
、
安
全
性
や
利
便
性
が

向
上
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
手
の
動
か
せ
る
技

術
者
の
育
成
や
学
生
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
形
に
す
る

支
援
を
行
っ
て
い
き
、
よ
り
開
か
れ
た
実
習
工
場

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

MAP

1 専攻科棟

3 学生食堂
平成21年9月改修

4 第1体育館

5 第2体育館

2 専門科目棟
西側全面改修 
平成22年2月
東側全面改修 
平成24年3月

リニュー
アルが進

む

徳山高専
の施設を

見てみよ
う！



令
和
元
年
の
後
期
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

た
高
城
寮
の
大
規
模
改
修
工
事
が
令
和
２

年
３
月
に
完
了
し
、
主
に
寮
生
の
居
住
エ
リ

ア
が
全
面
的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
女
子
寮
の
定
員
が
７
名
増
え
た
こ

と
に
よ
り
、
全
体
の
定
員
が
１
５
１
名
と
な

り
ま
し
た
。

改
修
工
事
中
、
自
宅
通
学
が
困
難
な
50

名
弱
の
寮
生
は
、合
宿
研
修
施
設
、武
道
場
、

福
利
厚
生
セ
ン
タ
ー
を
仮
宿
舎
と
し
て
お

り
、
当
時
の
様
子
は
寮
生
た
ち
か
ら
「
野

戦
病
院
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

ゆ
え
、
寮
生
た
ち
は
本
工
事
の
完
了
を
心

待
ち
に
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
本
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て

８
月
23
日
ま
で
開
寮
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
来
で
あ
れ
ば
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
高
城

寮
に
１
３
０
名
の
寮
生
を
迎
え
る
予
定
で
し

た
が
、
全
室
一
人
部
屋
で
の
開
寮
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
１６
名
の
寮
生
に
自
宅
通
学
を

お
願
い
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
高
城
寮
に
入
寮
す
る
は
ず

だ
っ
た
寮
生
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
、
悔
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

一
方
、
約
１
年
ぶ
り
に
寮
に
戻
っ
て
き
た

寮
生
た
ち
の
反
応
は
、
ま
さ
に
浦
島
太
郎

の
よ
う
な
状
態
で
し
た
。
上
級
生
も
下
級

生
も
、
ま
る
で
新
入
寮
生
の
よ
う
に
友
達

と
一
緒
に
寮
内
を
隅
々
ま
で
見
て
回
っ
て
は

そ
れ
を
報
告
し
て
く
れ
る
姿
は
と
て
も
微

笑
ま
し
く
、
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、

約
１
年
間
使
っ
て
い
な
か
っ
た
せ
い
か
、
お

風
呂
の
蛇
口
か
ら
麦
茶
み
た
い
な
水
が
出
る

わ
、
エ
ア
コ
ン
の
故
障
が
頻
発
す
る
わ
、
ボ

イ
ラ
ー
も
故
障
す
る
わ
、
火
災
報
知
器
な
ど

の
原
因
不
明
な
警
報
が
鳴
り
響
く
わ
、
チ
ャ

イ
ム
は
言
う
こ
と
聞
か
な
い
わ
e
tc…

。
開

寮
当
初
は
色
々
な
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
し

た
。
加
え
て
、
寮
内
ネ
ッ
ト
回
線
が
遅
す

ぎ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
耐
え
ら
れ
な
い
と

い
う
問
題
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

壁
や
天
井
が
ピ
カ
ピ
カ
に
塗
り
な
お
さ

れ
た
居
室
は
、
部
屋
全
体
が
明
る
く
な
っ
て

お
り
、
寮
生
た
ち
が
こ
の
ま
ま
キ
レ
イ
に

使
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。
寮
の
外
観
も
ラ
イ
ト
グ
リ
ー
ン
の
着

色
が
施
さ
れ
、
爽
や
か
な
印
象
で
す
（
通

称
＝
ハ
チ
マ
キ
）。各
階
の
南
北
に
あ
る
ラ
ー

ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
に
は
、北
側
は
自
習
室
（
女

子
寮
は
一
階
）、
南
側
は
談
話
室
（
女
子

寮
は
二
階
）と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

カ
ー
ペ
ッ
ト
敷
と
な
っ
て
い
ま
す
。
キ
ッ
チ

ン
ス
ペ
ー
ス（
旧
補
食
室
）は
オ
ー
ル
電
化

と
な
っ
て
お
り
、Ｉ
Ｈ
コ
ン
ロ
を
備
え
た
対

面
キ
ッ
チ
ン
と
、
カ
ラ
フ
ル
な
塗
装
で
明
る

い
印
象
で
す
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
ら
の
塗

装
色
は
、
寮
生
が
決
め
た
そ
う
で
す
。
他

に
も
、
女
子
寮
の
浴
室
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
て
浴
槽
が
大
き
く
な
り
、
男
子
寮
２
階

に
は
シ
ャ
ワ
ー
室
が
新
設
さ
れ
、
ユ
ニ
ッ
ト

シ
ャ
ワ
ー
６
基
を
備
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
は
寮
内
の
ネ
ッ
ト
環
境
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
設
備
も
充
実
し
て
お
り
、
ス
ト
レ
ス
無

く
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
w
e
b
面
接
な
ど
を

寮
の
居
室
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
今
年
は
、
ア
セ
ン
ブ
リ
や
寮
生
会

選
挙
の
演
説
等
に
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
が
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

寮
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
高
城
寮
で
、
し
っ
か
り
学
び
、
寮
生
活
を

楽
し
み
な
が
ら
、
学
生
生
活
を
充
実
さ
せ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

外観

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
完
了
！

寮
務
主
事    

海
田 

辰
将

～
こ
こ
か
ら
始
ま
る
新
し
い
高
城
寮
～
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機械電気工学科

初めてのオンラインオープンキャンパス。機械電気工学科で
は、『MEの活動をつまみ食い！』をコンセプトにロケ形式の配信
に挑戦しました。当日は、リアルタイムでコメントが届くという事
で、視聴者の皆さんに「あれは何？」興味をもっていただける
きっかけを沢山届けようと準備しました。当日は、実習の授業拠
点であるクリエイションセンターから配信でした。遠隔授業中
で、まだ内装を知らなかった在校生の皆さんも興味津々。感染
症対策で集合しての打ち合わせも思うようにできない中、学生
の皆さんの協力で普段の活動の魅力をライブ配信できました。
当日の様子は公式YouTubeで御覧ください。

徳山高専では、主体的な学びを行うためのツールとして、ICT機器
の利用を推進しています。機械電気工学科では自分たちが所有して
いるICT機器を学校に持ってきて授業に使うBYODを提唱してお
り、学校でも家庭でも自分の機器を使うことによって、環境の相違を
気にせずストレスフリーな学習ができるようになります。これを通じ
て、自ら学ぶ習慣をつけていってもらえればと期待しています。

機械電気工学科では、設計製図やプログラミングなどの授業で
ME-CAD室を使いますが、ME-CAD室には50台以上のPCがあり、
隣との間隔が狭く「密」な状態ができてしまいます。そこで、アクリル
製の間仕切りボードをPC間に設置しました。間仕切りの設置により、
一人の利用できるスペースは小さくなりましたが、横の人と話をする
こともなくなり、COVID-19感染拡大防止に役立っています。

総勢２３名で
配信

しました

ちょっと
狭いです

入り口では
手指消毒を

配信メイキング動画も
あります

どこでも
いつでも使えて

便利 BYOD

移動式三脚に
なるよう

車輪は自作で
用意しました！

共有するものは
使用前後に
拭いています

間仕切りが
設置された
CＡＤ室

拡大



福本 拓也さん 浦﨑 凱聖さん横路 海斗さん

土木建築工学科 情報電子工学科

4月頃は「Teams?何それ？」という状態から始まりましたが、ある程度
慣れてきたら、課題の提出や成績管理を全てTeams上で行ったり、授
業の動画は何回でも学生が見れるように設定できるようになりました。
また、コメントスクリーンを導入することで、対面授業よりも質問が飛び
交うようになり、改めて「良い授業とは何か？」と考えさせられました。

令和２年度入学生から個人のPCを授業で使用するBYODを開始しました。一
般教室でもPC演習ができるので、授業に演習を柔軟に組み合わせることがで
きます。学生は自宅でも課題や宿題をすることができます。プログラミング演
習が多い情報電子工学科では、特にメリットが大きい制度です。また、自分の
PCを所有し管理し続けることで、実践的で高度なICTスキルが身に付きます。

情報電子工学専攻2年の藤井一貴さんが、第34回独創性を拓く先
端技術大賞特別賞を受賞しました。これは東京大学での2ヶ月間
の長期インターンシップの研究成果で、通常のGAN（深層学習の
一種）の識別モデルを人間による評価に置換することで、人間の
知覚分布を表現可能な生成モデルを学習するという内容です。

コロナウィルス感染拡大に伴い、夏のオープンキャンパスがオンライン開
催となったことに合わせて、情報電子工学科で学習する内容を気軽に体験
できるコンテンツを学科webページに追加しました。本学科で学ぶ内容は
もちろん、社会で活躍する卒業生のメッセージ動画や在籍学生の作成した
プログラミング作品の紹介もしていますので是非一度ご覧ください。

第73回電気・情報関係学会九州支部連合大会において、専攻科情報電子工
学専攻2年の横路海斗さんが情報処理学会九州支部奨励賞を受賞しまし
た。また、第71回電気・情報関連学会中国支部連合大会において、専攻科情
報電子工学専攻2年の福本拓也さんが電子情報通信学会中国支部奨励賞と
情報処理学会中国支部優秀論文発表賞をＷ受賞し、専攻科情報電子工学専
攻2年の浦﨑凱聖さんが情報処理学会中国支部奨励賞を受賞しました。

専攻科１年生の藤村拓弥さんが日本音響学会2020年秋季研究発表
会で学生優秀発表賞を受賞しました。本賞は将来の音響学の発展を
担う若手研究者を奨励するために、優秀な発表を行った学生に贈呈
されるものです。本学会では修士や博士の学生による発表が多い中
で、高専生として受賞できたことは素晴らしい結果です。初めてのオ
ンラインでのポスター発表でしたが、堂々とした受け答えでした。

専攻科
情報電子工学専攻
１年生

藤村 拓弥さん

Web体験ページ独創性を拓く先端技術大賞

“学びを止めない”感染防止対策に配慮して取り組んだ 校内・校外実習

遠隔授業の導入
－学生にとって、教員にとって良い授業とは何か？－

BYOD（BringYourOwn Device）を開始
－ノートパソコン必携制度－

学会表彰
電気・情報関連学会の支部大会での受賞 

学会表彰
日本音響学会2020年秋研究発表会

専攻科情報電子工学専攻
2年生

藤井 一貴さん 　

所属研究室やインターン
シップ先の研究室の皆様
の協力やご指導の下本
賞を受賞できました。今
後も受賞を励みに研究活
動に精進していきます。

先生のご指導と研究室の
協力のもと、本賞を受賞
できました。この受賞を
励みに今後も研究に精進
していきます。

http://www2.tokuyama.ac.jp/IE/ievoc.html

コロナ禍で挑んだ土木建築工学科の歩み
～めげない！ 負けない！ 言い訳にしない！！～

元気です 情報電子工学科

学生だって！

教員だって！

「アフターコロナの世界」コンペ

秋の小さな芸術祭
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書ききれないことはWebで！！▶

測量実習
（2年・3年）

力と変形（1年）

工学デザイン基礎Ⅰ（1年）

環境建設工学専攻
総合演習（専攻科）

卒業研究（5年）

情報処理（2年）

工学実験（4年）

授業風景他

現場見学他

課外活動他

第１回 全国高専インフラマネジメント
テクノロジーコンテスト

第12回 わたしの住まいリフォーム・
デザイン案コンテスト2020

最優秀賞を
受賞

優秀賞・奨励賞を
受賞

C iv i l  Eng inee r i ng  a
nd  Arch i te c tu re



legitは、元 「々合法の、正当な」という意味を持つlegitimateの省略表現で、「質が高い、ホンモノ」という意味のスラングです。日本語で言えば、「マジで」とか「ガチで」
に当たり、ネイティブスピーカーが何かかっこいいものやイケてるものを表す形容詞として日常的に使われています。
I love this music. It’s totally legit. この音楽大好き。ホンモノだね。
今回は、いつも教育に真摯に向き合っているlegitな先生方にインタビューし、普段どんなことを考えながら仕事をされているのか、素顔に迫ってみたいと思います。どんな
legitな話が出てくるでしょうか。

いつも学生のことばかりを心配して、最近では背中に哀愁
が漂い始めた高橋祥吾先生。その背中には、どんな哲学が
込められているのでしょうか。

一般科目のマスコット的な高橋先生のlegitな魅力をほんの一部を紹介しま
した。是非先生と一度哲学について語り合ってみてはどうでしょう。

倉増：哲学の先生っていつも難しいことばかり考えておられる印象ですが、普段何されてる
んですか？

高橋：時間があれば、プラモデルやってますね。
倉増：え？ プラモデル？ 何を作るんですか？
高橋：基本ガンダムですね。最近はあまり時間がなくて、買ったやつが部屋に山積みになっ

てますが（笑）
倉増：そうなんですね（笑）好きとか目標にしてる有名人っていますか？
高橋：それはもちろんアリストテレスですね。研究してるからってのもありますけどね。彼が

言っていることがまだ理解できていないからもっと研究したいって思ってます。
倉増：なるほど。では、そろそろ本題ですが、教えるときのモットーってありますか？
高橋：教えるというより、「考えるきっかけを与える」ってことですかね。学生には、今理解で

きなくても、自分で調べて考えてほしいと思ってます。
倉増：教えるときの楽しさってありますか？
高橋：学生から授業後に毎回コメントをもらってるんですが、僕の予想を超えてくれたコメ

ントがあったときには充実感を感じますね。
倉増：そうなんですねえ。最後に学生たちにどんな人になってほしいですか？
高橋：自律的な人ですかね。自分で自分をコントロールできる人になってほしいですね。で

もこれって本当に難しくて、よく「めんどうくさい」の方が勝っちゃうんですよね。時々
学生の皆さんにも言うのですが、「『めんどうくさい』は敵」なんです。じゃあ、どうす
るの？ってことになるのですけど、「好きなところとか良いところを見つける」ことか
ら始めると良いかもしれないです。勉強の話で言えば、好きな科目とか面白い科目ほ
ど勉強をどんどんできることが多いです。その逆は、「めんどうくさい」ですよね。だ
から、好きな部分を見つけるのは大切です。どの授業の内容も本当は何かしら面白い
部分があるはずです。まったく面白くないことだったら、そもそも先生たちが研究して
いないですから。好きなことのために自分で色々と工夫したり頑張ったりすると、い
つの間にか自分をコントロールできるようなるんじゃないかなと思います。

LEG IT

　一般科目英語科では、グローバルエンジニア育成事業の一環として、令和２年度にE
ラーニングとオンライン英会話を導入しました。これは、コロナ禍で留学に行けず英語を
実践的に使う機会がなかったり、また英語の苦手の克服したいのになかなか腰が上がらな
い学生たちに、少しでも役立てることができたらという思いで始めました。まず、Ｅラーニ
ングはReallyEnglish（リアリーイングリッシュ）という、元々イギリスのケンブリッジ大学
出版社と一般企業が共同開発したものを導入しました。スマホのアプリで、いつでもどこ
でも気軽に受講できます。現在、本科１～５年生を対象とし、各学年の英語科目の成績に含
める形で実施しています。年度初めに診断テストを受験し、その結果に応じて学生一人ひ
とりに合ったコンテンツが提供されるので、効率的かつ効果的に学習できます。
　一方、オンライン英会話では、フィリピン人講師と毎回15～25分、主にマンツーマン

レッスンを受講しています。１年生の基礎英語Rと３年生の総合英語IIWの受講者を対象と
していて、授業内で学習した語彙を実践的に使い、また教科書の単元に沿ったテーマで
様々なアクティビティーを行っています。特に３年生は、授業内で学んだ文法や慣用表現
をカラン・メソッドと呼ばれるドリル式の学習方法で復習しています。フィリピン人の講師の
方々は、皆さん明るく気さくなので、英語を勉強しているという感覚ではなく、楽しみなが
ら学べます。今後国際交流室では、
フィリピンでの語学研修を導入しよう
としていますので、コロナ禍が落ち着
けば、教えてもらった先生たちに会い
に行けるかもしれないですね。

FOCUS

Dr.Shogo  Takahash i  
～Shogoという哲学～ 

カツッカツッっと力強い靴の音色が特徴的な山本拓生
先生。いつも熱い指導で学生からの信頼も厚い山本
先生の素顔に迫ります。

いつも教えることと向き合っている山本先生の熱い思いを、改めて垣間見えるlegit
なインタビューでした。是非皆さんも一度先生の研究室で語り合ってみてください。

倉増：早速ですが、先生が授業をするときに大事にされているって何ですか？
山本：「やる気さえあればわかる授業」ですかね。
倉増：それってどういう授業ですか？
山本：教師は分からせることはできても、定着させることはできません。「やる気

さえあればわかる授業」とは、学生の到達度に関わらず、僕の話を聞いて
少しやる気を出して勉強すれば、どの時点からでも理解し定着できるよう
な授業ってことですね。学生が授業中に数学について議論を始めたとき
には「よしっ！」って思いますね。人間やる気がなくて興味がないものを議
論したりしませんから。

倉増：色々と考えて授業されてるんですねえ。突然話は変わりますが、ご趣味っ
てありますか？

山本：吹奏楽の顧問をしてるんですが、元々音楽が好きですね。クラッシックとか
ジャズは特に好きでコンサートにもよく行ってましたね。

倉増：好きな音楽家っているんですか？
山本：ベートーベンです。時代関係なく、他の音楽家とは異質ですね。彼は音楽を

通じて自然の神秘に迫っていて、神のような存在だと思ってますね。それか
ら、私自身指揮もするので、ベルリン・フィルハーモニーの首席指揮者のカ
ラヤンなんかも好きですね。

倉増：本当に音楽が好きなんですねえ。最後に、学生に何か一言ありますか？
山本：学生には色んなものを好きになってほしいって思ってます。僕は学生時代

食わず嫌いで、部活なんかも意味ないって思ってました。数学も全然好き
じゃなく、高校時代は文系だったんです。でも、ひょんなことから数学を好
きになり、今では先生になっちゃいました。みんな「数学嫌い」って言って
ますけど、「本当に嫌い？」って思ってます。何かをきっかけに突然好きに
なることもあるわけだし。もっともっと色んなことを好きになって、先人た
ちの知恵を取り込んでいってほしいですね。 

Dr.Takuo  Yamamoto  
～「拓生」という生き方～

一般科目

LEG IT  #1 LEG IT  #2
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「
今
年
度
の
ロ
ボ
コ
ン
は
開
催
さ
れ
る
の

だ
ろ
う
か
？
」「
登
校
が
ま
ま
な
ら
な
い
中

で
ロ
ボ
ッ
ト
の
完
成
は
無
理
な
の
で
は
？
」

「
そ
れ
で
も
大
会
に
は
出
場
し
た
い
。」
様
々

な
葛
藤
と
不
安
の
中
で
、
今
年
も
挑
戦
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

大
会
が
開
催
さ
れ
る
か
ど
う
か
の
情
報

は
な
か
な
か
私
達
の
耳
に
届
い
て
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
５
月
ご
ろ
に
よ
う
や
く
開
催

さ
れ
る
と
い
う
噂
が
S
N
S
上
で
さ
さ
や
か

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
ど
の
よ
う
に

し
て
開
催
す
る
ん
だ
？
」、「
本
当
に
オ
ン

ラ
イ
ン
な
の
か
？
」な
ど
の
憶
測
の
渦
中
で
、

色
々
と
模
索
し
ま
し
た
が
、
結
局
、
６
月

２６
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
こ
と
が
競
技

ル
ー
ル
と
共
に
公
式
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
大

会
は
地
方
大
会
、
全
国
大
会
と
も
に
開
催

さ
れ
、
大
会
へ
の
参
加
と
勝
敗
は
ス
マ
ー
ト

ホ
ン
を
使
っ
て
の
ラ
イ
ブ
動
画
配
信
に
よ
り

得
点
を
競
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。

競
技
タ
イ
ト
ル
は
「
は
ぴ
☆
ロ
ボ
自
慢
」。

競
技
コ
ン
セ
プ
ト
は
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ
て

人
々
を
元
気
に
し
よ
う
！
と
い
う
も
の
で
し

た
。
決
め
ら
れ
た
制
限
の
中
で
あ
れ
ば
、

ど
の
よ
う
な
ロ
ボ
ッ
ト
を
創
っ
て
も
良
く
、

例
年
の
競
技
と
は
異
な
り
、
ア
イ
デ
ア
が

発
揮
で
き
る
と
い
う
点
で
は
お
も
し
ろ
い
競

技
設
定
だ
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
６
月
末
の
本
校
は
登
校
禁
止

下
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
真
っ
最
中
だ
っ

た
の
で
、
ロ
ボ
コ
ン
メ
ン
バ
ー
は
T
e
a
m
s

を
使
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
イ
デ
ア
や
意
見

を
出
し
合
い
ま
し
た
。
直
接
対
面
し
て
話

し
合
え
ば
短
時
間
で
理
解
が
深
ま
る
こ
と

も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
は
そ
う
も
い
か
な
い

こ
と
が
し
ば
し
ば
で
、
例
年
に
も
増
し
て

設
計
を
す
る
主
担
当
者
の
負
担
が
増
え
る

こ
と
な
ど
も
明
ら
か
と
な
り
、
ア
イ
デ
ア

を
ま
と
め
る
の
も
大
変
で
し
た
。
私
た
ち

は
、
学
校
で
の
製
作
時
間
が
そ
れ
ほ
ど
取

れ
そ
う
に
な
い
こ
と
か
ら
、
参
加
す
る
チ
ー

ム
数
を
１
つ（
他
高
専
は
複
数
チ
ー
ム
で
臨

ん
で
い
ま
し
た
。）に
絞
っ
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
は

ほ
と
ん
ど
の
部
品
を
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
と
３

D
プ
リ
ン
タ
ー
で
作
れ
る
よ
う
に
設
計
を
考

え
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
創
っ
た「
玉
屋
」と「
鍵

屋
」の
２
機
種
、
全
６
台
の
ロ
ボ
ッ
ト
で
競

技
に
臨
み
ま
し
た
。
ご
存
じ
の
通
り
、ロ
ボ
ッ

ト
は
打
ち
上
げ
花
火
の
屋
号
が
名
前
の
由

来
と
な
っ
て
い
ま
す
。
花
火
の
代
わ
り
に
、

パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
と
飛
翔
リ
ン
グ
を
ロ
ボ
ッ
ト

が
打
ち
上
げ
て
夏
祭
り
で
観
る
こ
と
の
で

き
な
か
っ
た
花
火
を
思
い
描
き
、
見
る
人
に

喜
ん
で
も
ら
お
う
と
考
え
た
わ
け
で
す
。

中
国
大
会
の
前
日
テ
ス
ト
ラ
ン
で
は
私

た
ち
の
ロ
ボ
ッ
ト
に
対
し
て
高
評
価
を
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
感
触
と
し
て
全
国
大

会
に
手
が
掛
か
っ
た
と
慢
心
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
試
合
当
日
、
実
際
は
ロ
ボ
ッ

ト
の
評
価
以
上
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
見
せ

方（
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
や
背
景
の
作
り
こ
み
）

が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
を
思
い
知

り
ま
し
た
。
そ
の
点
に
お
い
て
注
力
が
足

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
結
果
と
し
て
、
技
術

賞
に
は
選
ば
れ
た
も
の
の
、
予
選
通
過
に
一

歩
及
ば
な
い
７
位
に
お
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
決
勝
に
残
っ
た
チ
ー
ム
は
テ
ス
ト
ラ
ン

で
は
見
せ
な
か
っ
た
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
と
背
景

徳
山
高
専
生
の
挑
戦
！
継
続
は
力
な
り

の
作
り
こ
み
で
一
段
階
も
二
段
階
も
質
の

高
い
配
信
を
し
て
い
ま
し
た
。

バ
ー
チ
ャ
ル
国
技
館
で
開
催
さ
れ
た
全
国

大
会
で
は
栃
木
の
小
山
高
専
が
シ
ン
ク
ロ
ナ

イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
素

晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ア
で
、
全
国
初
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。
私
た
ち
も
、現
状
に
お
い
て
、

で
き
る
限
り
の
こ
と
は
や
っ
た
つ
も
り
で
し

た
が
、
他
チ
ー
ム
は
そ
れ
以
上
に
頑
張
っ
て

い
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
色
々
と
あ
り
ま
し
た
が
、

今
回
も
反
省
と
、
次
に
向
か
っ
て
成
長
さ
せ

て
も
ら
っ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
一

年
生
は
半
数
登
校
が
始
ま
っ
た
後
期
か
ら
の

戦
力
合
流
で
し
た
の
で
、

ロ
ボ
コ
ン
の
体
験
も
少
な

く
、
思
い
出
も
小
さ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
も

あ
っ
て
、
年
末
の
ク
リ
ス

マ
ス
イ
ベ
ン
ト
で
は
一
年

生
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
ロ

ボ
ッ
ト
の
披
露
に
活
躍
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

ロ
ボ
コ
ン
史
上
は
じ
め
て
の

オ
ン
ラ
イ
ン
大
会

全
国
大
会
に
あ
と
一
歩
、

　
　
そ
れ
で
も
ロ
ボ
ッ
ト
が
評
価
さ
れ
技
術
賞
！

機
械
電
気
工
学
科

准
教
授

　指
導
教
員

藤
本 

浩



今
年
の
デ
ザ
コ
ン
活
動
は
コ
ロ
ナ
に
振
り

回
さ
れ
、
苦
難
の
連
続
で
し
た
。
構
造
デ

ザ
イ
ン
部
門
で
は
、
ケ
ン
ト
紙
で
橋
の
模

型
を
製
作
し
、
ア
イ
デ
ア
だ
け
で
な
く
、

強
さ
・
軽
さ
・
美
し
さ
と
い
っ
た
作
品
の
性

能
を
数
字
で
示
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

構
造
デ
ザ
イ
ン
部
門
の
作
品
は
一
人
で
作

れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
複
数
人
の

仲
間
と
一
緒
に
、
互
い
の
得
意
を
活
か
し
、

苦
手
を
補
い
合
い
な
が
ら
、
協
同
す
る
こ

と
が
不
可
欠
で
す
。

そ
の
よ
う
な
競
技
に
魅
力
を
感
じ
、
挑

戦
し
た
学
生
た
ち
に
と
っ
て
、「
仲
間
と
会

え
な
い
」、「
物
が
作
れ
な
い
」
環
境
が
、

ど
ん
な
に
苦
し
か
っ
た
こ
と
か
。

さ
て
、
今
年
の
構
造
デ
ザ
イ
ン
部
門
に

名
乗
り
を
挙
げ
て
く
れ
た
学
生
は
２１
名
（
４

チ
ー
ム
）、
そ
の
１
／
３
が
初
参
加
で
す
。

構
造
デ
ザ
イ
ン
部
門
で
は
、
校
内
予
選
を

実
施
し
て
代
表
１２
人（
６
人×

２
チ
ー
ム
）

を
選
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
８
月

末
の
登
校
許
可
ま
で
は
、
主
に
オ
ン
ラ
イ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
コ
ン
セ
プ
ト
案
の

練
り
込
み
と
構
造
解
析
に
よ
る
検
討
を
重

ね
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
メ
ン
バ
ー
が
顔

を
合
わ
せ
、
初
号
機
を
ま
と
も
に
製
作
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
前
期
末
試
験
後
の

９
月
下
旬
。
一
か
月
後
の
校
内
予
選
ま
で

に
製
作
・
載
荷
実
験
で
き
た
作
品
は
わ
ず

か
２
機
。

こ
こ
ま
で
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
聞
く
と
、

絶
望
的
な
状
況
で
あ
り
、
さ
ぞ
お
通
夜
み

た
い
な
雰
囲
気
の
活
動
だ
っ
た…

と
思
い
き

や
。
デ
ザ
コ
ン
部
屋
に
は
笑
顔
と
活
気
が

溢
れ
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
に

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
活
動
を
基
本
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
手
が
足
り
な
い
チ
ー
ム
の
た

め
に
、
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
他
の
チ
ー
ム
の
メ

ン
バ
ー
が
手
を
貸
し
、
マ
ス
ク
の
上
か
ら
で

も
は
っ
き
り
分
か
る
笑
顔
と
途
切
れ
な
い

会
話
。
そ
こ
に
育
く
ま
れ
る
「
人
と
の
関

わ
り
」。

そ
し
て
迎
え
た
校
内
予
選
。
必
ず
し
も

実
験
的
な
検
証
は
充
分
と
は
言
い
難
い
も

の
の
、
本
校
デ
ザ
コ
ン
チ
ー
ム
の
伝
統
で
あ

る
「
お
も
し
ろ
さ
」
抜
群
の
作
品
４
つ
の
ガ

チ
勝
負
と
な
り
ま
し
た
。
惜
し
く
も
敗
退

し
た
チ
ー
ム
の
女

子
学
生
が
、
予
選

後
に
み
ん
な
帰
っ

た
教
室
に
一
人

残
っ
て
、「
私
た
ち

の
作
品
は
な
ぜ
壊

れ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
か
？
」
と
涙

目
で
学
ぼ
う
と
す

る
姿
勢
に
は
、
本
当
に
心
打
た
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
デ
ザ
コ
ン
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

が
決
定
さ
れ
、
各
高
専
１
チ
ー
ム
限
定
と

な
り
、
予
選
を
通
過
し
た
２
チ
ー
ム
の
リ
ー

ダ
ー
２
人
は
、大
き
な
決
断
を
し
ま
す
。「
互

い
の
作
品
の
良
い
所
を
融
合
し
、
１２
人
で
１

つ
の
作
品
を
作
る
」。
す
で
に
完
成
さ
れ
た

い
ず
れ
か
の
作
品
に
絞
る
こ
と
も
で
き
た
の

に
、
本
選
ま
で
１
か
月
を
切
っ
た
段
階
で
、

全
く
新
し
い
構
造
を
作
る
と
言
う
の
で
す
。

２
人
が
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
道
を
選
ん
だ
の

か
？
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
こ
か
ら
本
選
ま
で
の
１
か
月
、
１２
人

の
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
な
く
、
校
内
予
選
で
敗

退
し
た
メ
ン
バ
ー
ま
で
も
が
加
わ
り
、
本
選

作
品
が
完
成
し
ま
し
た
。
た
っ
た
一
分
間
の

オ
ン
ラ
イ
ン
プ
レ
ゼ
ン
の
た
め
に
何
時
間
も

時
間
を
割
き
、
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
全
開
の
プ
レ

ゼ
ン
を
披
露
し
ま
し
た
。
そ
し
て
本
選
当

日
も
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
に
は
い
つ
も
と
変
わ

ら
な
い
笑
顔
が
咲
き
乱
れ
て
い
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
は
、
惜
し
く
も
受
賞
に
は

届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
の
デ
ザ
コ
ン

活
動
で
輝
い
た
「
人
と
の
関
わ
り
」
と
「
ど

ん
な
時
で
も
前
向
き
な
姿
勢
」。
メ
ン
バ
ー

一
人
ひ
と
り
が
、
ま
さ
に
コ
ロ
ナ
禍
の
闇
夜

を
照
ら
す
気
高
く
美
し
い
月
「
麗
月
」
そ

の
も
の
で
し
た
。

21人が挑戦！校内予選

や
っ
ぱ
り
笑
顔
と
涙
が

あ
ふ
れ
て
た

〜
デ
ザ
コ
ン
２
０
2
０
構
造
デ
ザ
イ
ン
部
門   

奮
闘
記
〜

土
木
建
築
工
学
科

教
授

　指
導
教
員

海
田 

辰
将

徳
山
高
専
で
は
、
海
外
で
も
活
躍
で
き
る
人
材

を
育
成
す
る
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、「
高
等
専

門
学
校
英
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」

へ
の
参
加
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ン
テ
ス

ト
で
は
、
毎
年
１
月
末
に
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会

出
場
を
か
け
、
各
地
域
で
地
区
大
会
が
行
わ
れ
ま

す
。
地
区
大
会
に
は
、
プ
レ
ゼ
ン
部
門
と
暗
唱
部

門
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
全
国
大
会
出
場
を
得
る
の

は
、『
プ
レ
ゼ
ン
部
門
の
１
位
と
２
位
の
み
』
と
い
う

厳
し
さ
で
す
。

本
校
で
は
、
こ
の
地
区
大
会
に
出
場
す
る
た
め

に
、
ま
ず
校
内
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
そ
れ

を
く
ぐ
り
抜
け
た
学
生
が
２
部
門
に
分
か
れ
て
エ
ン

ト
リ
ー
し
ま
す
。
毎
年
１１
月
に
開
催
さ
れ
る
大
会

の
約
３
ヶ
月
前
か
ら
発
表
原
稿
の
作
成
や
発
音
練
習

を
し
ま
す
が
、
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
で
き
る

よ
う
に
発
音
だ
け
で
な
く
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
や
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
な
ど
細
部
に
渡
っ
て
準
備
し
て
い
き
ま

す
。
日
々
の
勉
強
や
課
外
活
動
の
合
間
を
縫
っ
て
練

習
を
重
ね
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
さ
な
が
ら
の
発
音
を
身
に

付
け
、
観
る
人
た
ち
を
魅
了
し
て
く
れ
ま
す
。
　

こ
れ
ま
で
徳
山
高
専
か
ら
出
場
し
た
人
た
ち

は
、
輝
か
し
い
成
績
を
残
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
１

８
年
度
の
中
国
大
会
で
は
、
プ
レ
ゼ
ン
部
門
で
情

報
電
子
工
学
科
４
年（
当
時
２
年
生
）の
石
田
薫
子

さ
ん
が
１
位
、
土
木
建
築
工
学
科
５
年
（
当
時
３
年

生
）の
前
田
明
日
香
さ
ん
が
３
位
と
な
り
ま
し
た
。

１
位
と
な
っ
た
石
田
さ
ん
は
全
国
大
会
に
出
場
し
ま

し
た
が
、
全
国
大
会
で
も
堂
々
と
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
評
価
さ
れ
、
全
国
１
位
に
な
る
と
い
う
快
挙

を
成
し
遂
げ
、
２
０
１
９
年
１１
月
に
は
山
口
県
知
事

か
ら
「
メ
ダ
ル
栄
光
」が
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
度
は
、
前
年
の
石
田
さ
ん
に
続
く

よ
う
に
、
中
国
大
会
プ
レ
ゼ
ン

部
門
で
２
位
と
な
っ
た
情
報
電

子
工
学
科
３
年（
当
時
２
年
生
）

の
山
田
吏
月
君
が
全
国
大
会
出

場
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
プ

レ
ゼ
ン
・
チ
ー
ム
部
門
に
機
械

電
気
工
学
科
５
年（
当
時
４
年
生
）

の
新
多
史
果
さ
ん
、
土
木
建
築

工
学
科
５
年
（
当
時
４
年
生
）の

佐
村
桃
香
さ
ん
、
前
田
明
日
香

さ
ん
が
動
画
に
よ
る
予
選
審
査

を
勝
ち
残
り
、
シ
ン
グ
ル
と

チ
ー
ム
の
両
部
門
で
計
４
名
が

全
国
大
会
に
出
場
す
る
と
い
う

快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

   ２
０
２
０
年
度
の
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

予
防
対
策
の
観
点
か
ら
、
地
区
大
会
、
全
国
大
会

と
も
に
動
画
に
よ
る
審
査
が
行
わ
れ
、
色
々
な
意

味
で
特
別
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
地
区
大
会
は
、
開
催
さ
れ
た
地
区
と
さ
れ

な
か
っ
た
地
域
が
あ
り
、
ま
た
全
国
大
会
の
予
選
大

会
と
い
う
位
置
づ
け
で
は
な
く
、
別
の
大
会
と
し

て
運
営
さ
れ
ま
し
た
。
無
事
開
催
さ
れ
た
中
国
大

会
で
は
、
情
報
電
子
工
学
科
３
年
の
山
本
紗
也
さ

ん
が
「
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
お
け
る
女
性
の
幸
せ
の

あ
り
方
」
に
つ
い
て
、
時
に
高
校
生
ら
し
く
時
に

大
人
顔
負
け
の
切
り
口
で
語
り
、
土
木
建
築
工
学

科
３
年
の
三
浦
舞
桜
さ
ん
が
「
こ
れ
か
ら
の
住
ま
い

と
は
」
に
つ
い
て
、
専
門
性
を
活
か
し
熱
い
プ
レ
ゼ

ン
を
披
露
し
ま
し
た
。
一
方
、
暗
唱
部
門
に
参
加
し

た
機
械
電
気
工
学
科
３
年
の
手
島
徳
己
君
は

Go
o
g
le
社
の
マ
ッ
ト・カ
ッ
ツ
氏
の
T
E
D
ト
ー

ク
を
再
現
し
、
躍
動
感
あ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
動
画

を
制
作
し
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
山
本
さ
ん
が

プ
レ
ゼ
ン
部
門
で
２
位
と
な
り
、
徳
山
高
専
は
３

年
連
続
で
中
国
大
会
で
の
入
賞
を
達
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
大
会
は
、
毎
年
１
月
に
東
京
に
あ

る
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
２
０
年
度
は
シ
ン

グ
ル
プ
レ
ゼ
ン
部
門
の
み
動
画
審
査
に
よ
る
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
徳
山
高
専
か
ら
は
、
中
国
大
会
に

出
場
し
た
山
本
さ
ん
と
三
浦
さ
ん
が
別
途
参
加
し

ま
し
た
。
全
国
か
ら
よ
せ
ら
れ
た
プ
レ
ゼ
ン
動
画

５１
名
分
が
審
査
さ
れ
、
１６
名
の
み
が
本
選
に
進
め

る
と
い
う
厳
し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
山
本

さ
ん
、
三
浦
さ
ん
と
も
に
本
選
出
場
と
な
り
ま
し

2019年度 2018年度2019年度

た
。
本
選
で
は
再
度
動
画
作
成
・
提
出
が
求
め
ら

れ
ま
し
た
が
、
２
人
と
も
よ
り
質
の
高
い
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
毎
日
努
力
を
重
ね
、

な
ん
と
か
動
画
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
本
選
は
、

事
前
に
審
査
さ
れ
た
プ
レ
ゼ
ン
動
画
お
よ
び
開
閉

会
式
を
Y
o
u
T
u
b
e
に
よ
る
限
定
配
信
で
執

り
行
わ
れ
、
山
本
さ
ん
が
日
本
工
業
英
語
協
会
会

長
賞 （
J
S
T
C
賞
）に
輝
き
ま
し
た
。

     

全
国
高
専
英
語
プ
レ
コ
ン
・

中
国
地
区
英
語
弁
論
大
会

一
般
科
目

　英
語
科

准
教
授

倉
増 

泰
弘

過
去
の
大
会
結
果

プ
レ
コ
ン
の
紹
介

２
０
２
０
年
度
の
プ
レ
コ
ン

麗月



今
年
度
の
全
国
高
等
専
門
学
校
第
３１
回

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト（
以
下
高
専

プ
ロ
コ
ン
）は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
苫
小
牧
高
専
の
主
催
で
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の

高
専
プ
ロ
コ
ン
で
は
自
由
部
門
と
課
題
部
門

の
二
部
門
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
自
由
部
門

で
は
自
由
で
独
創
的
な
シ
ス
テ
ム
を
、
課

題
部
門
で
は
「
楽
し
く
学
び
合
え
る
！
」

と
い
う
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
開
発

し
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

私
た
ち
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
部
の
メ
ン
バ
ー

は
課
題
部
門
に
応
募
し
、
近
年
S
N
S
上

に
存
在
し
て
い
る
「
タ
イ
ム
ラ
プ
ス
勉
強

法
」と
い
う
勉
強
法
を
支
援
す
る
、
図
１

の
よ
う
な
構
成
の
シ
ス
テ
ム
を
提
案
し
ま

し
た
。

今
回
の
課
題
部
門
の
予
選
は
、
１２
ペ
ー

ジ
の
資
料
の
み
で
審
査
さ
れ
る
た
め
、
見

や
す
い
資
料
か
つ
、
ア
イ
デ
ア
が
伝
わ
り
や

す
い
資
料
を
作
成
す
る
点
で
苦
労
し
ま
し

た
。
加
え
て
、
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
で
集
ま

り
な
が
ら
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
、
遠
隔
で
話
し
合
い
や
資
料

作
成
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
際
、
メ
ン
バ
ー

間
で
の
意
思
の
疎
通
や
指
示
出
し
が
う
ま

く
い
か
ず
、
例
年
通
り
ス
ム
ー
ズ
に
資
料
作

成
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
で
す
が
、
徐
々

に
慣
れ
て
い
く
こ
と
が
で
き
、
役
割
を
分

担
す
る
こ
と
で
高
専
プ
ロ
コ
ン
の
予
選
に
挑

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

惜
し
く
も
私
た
ち
の
作
品
は
本
選
に
出

場
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
と
て
も
良
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
。
来
年
度
は
今
年
の
反

省
を
活
か
し
、
本
選
出
場
し
て
上
位
を
目

指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

全
国
高
等
専
門
学
校

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

受
賞
・
表
彰
ニ
ュ
ー
ス

本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
＆
Ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
ｓ
」に

掲
載
さ
れ
た
も
の
で
す
。

機械制御工学専攻 ２年  宮田 滉平さん

株式会社ニシエフ様から専攻科インターンシップの
成果に感謝状

情報電子工学専攻 ２年  藤井 一貴さん

第３４回独創性を拓く先端技術大賞特別賞＆
音学シンポジウム学生ポスター賞

環境建設工学専攻 ２年  横屋 翔さん
鋼構造シンポジウム 優秀発表賞

土木建築工学科 ４年  万谷 真理奈さん
村上 日向子さん

建築設計コンペ技術・デザイン部門 奨励賞

土木建築工学科 ５年  前田 明日香さん

第12回わたしの住まいリフォーム・デザイン案コンテスト2020
建築設計コンペ技術・デザイン部門 優秀賞

情
報
電
子
工
学
科 

５
年

大
田 

竜
斗

図１  システム概要



機械電気工学科土木建築工学科

情報電子工学科専攻科

２
０
２
０
年
度
の
機
械
電
気
工
学
科
５
年
生
は

就
職
志
望
者
が
24
名
、進
学
志
望
者
が
15
名
で
す

（
就
職
志
望
者
と
進
学
志
望
者
の
比
率
は
だ
い
た

い
６
対
４
で
す
）。今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
が
大
き
く
、就
職・進
学
い
ず
れ
の
場
合

に
も
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
読
め
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。幸
い
、こ
れ
か
ら
第
一
志
望
先
を

受
験
す
る
学
生
を
除
き
全
員
が
内
定
あ
る
い
は

合
格
と
な
り
ま
し
た（
２
０
２
０
年
１２
月
現
在
）。

就
職
に
つ
い
て
で
す
が
、学
生
た
ち
は
例
年
よ

り
苦
戦
し
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。学
生
た
ち

が
応
募
し
た
企
業
の
中
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
採
用
人
数
を
減
ら
さ
ざ
る
を
得
な
い

と
い
う
ご
連
絡
は
実
際
に
数
社
か
ら
あ
り
ま
し

た
。昨
年
度
は
６
５
５
社
か
ら
求
人
票
が
届
き

ピ
ー
ク
で
し
た
が
、今
年
度
は
５
７
９
社
ま
で
減

少
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。と
は
い
え
、ま
だ
ま
だ
多

い
と
言
え
ま
す
し
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
社
会
情
勢
の
変
化
の
割
に
は
、影
響
が
少
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。２
０
２
２
年
卒
以
降
は
さ
ら

に
就
職
活
動
が
難
し
い
も
の
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

進
学
に
つ
い
て
も
苦
戦
し
た
学
生
は
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。受
験
は
ど
の
程
度
の
時
間
を

掛
け
て
勉
強
し
た
か
が
重
要
と
思
い
ま
す
。極
力

早
い
段
階
か
ら
興
味
の
あ
る
進
学
先
の
過
去
問

を
手
に
入
れ
て
何
を
ど
う
勉
強
し
て
い
く
べ
き
か

見
定
め
ま
し
ょ
う
。情
報
を
得
る
こ
と
も
重
要
で

す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
も
た
く
さ
ん
の
情
報

が
あ
り
ま
す
し
、先
輩
や
教
員
に
も
う
ま
く
頼
っ

て
み
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

就
職・進
学
い
ず
れ
も
場
合
も
面
接
で
特
に
大

事
に
な
る
の
は「
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
強
み
が
あ
る

こ
と
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
高
い
こ
と
」

そ
れ
か
ら「
人
生
を
か
け
て
何
を
し
た
い
か
と
い

う
軸
を
持
っ
て
い
る
こ
と
」と
思
い
ま
す
。数
多

く
の
応
募
者
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
手
っ
取
り
早
い

作
戦
は
差
別
化
を
図
る
こ
と
で
し
ょ
う
。学
生
の

皆
さ
ん
は
ぜ
ひ
学
校
で
与
え
ら
れ
た
こ
と
以
外

の
こ
と
に
も
取
り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。そ
の

上
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
も
磨
く
と
良
い
と

思
い
ま
す
。ま
わ
り
に
合
わ
せ
る
必
要
は
無
い
で

す
。周
り
が
や
っ
て
な
い
か
ら
こ
そ
、ま
ず
は
一
歩

前
に
進
み
ま
し
ょ
う
。

不
確
実
性
の
高
い
時
代
に
お
い
て
も

前
を
向
い
て

鈴
木 

厚
行

 

5
年
担
任
／
機
械
電
気
工
学
科
／
准
教
授

就
職・進
学
に
つ
い
て
は
、ど
ち
ら
の
場
合
も
早
め
に
希
望
す
る
企

業
や
大
学（
学
部
）を
決
め
て
、十
分
な
準
備
を
行
う
こ
と
が
重
要

で
す
。

大
学
編
入
を
考
え
て
い
る
場
合
は
、少
な
く
と
も
３
年
次
に
は
そ

の
方
向
を
自
覚
し
、編
入
試
験
に
向
け
た
準
備
を
始
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。幸
い
な
こ
と
に
、各
大
学
で
、編
入
試
験
の
時
期
が
異
な
る

た
め
、い
く
つ
も
の
大
学
の
編
入
試
験
を
受
験
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。こ
れ
は
、高
校
生
が
国
公
立
の
大
学
を
受
験
す
る
場
合
、通
常
は

二
つ
程
度
の
大
学
し
か
受
験
で
き
な
い
こ
と
に
比
べ
る
と
、大
き
な

違
い
で
す
。た
だ
、大
学
編
入
の
場
合
は
、全
国
の
高
専
生
と
の
競
争

に
な
る
た
め
、学
校
の
授
業
以
外
の
十
分
な
準
備
が
必
要
で
す
。最

近
は
、専
門
学
校
か
ら
の
受
験
も
可
能
な
場
合
が
あ
り
、大
学
３
年

次
編
入
を
目
的
と
し
た
専
門
学
校
も
あ
る
よ
う
な
状
況
で
す
。

就
職
に
つ
い
て
は
、従
来
か
ら
高
専
生
を
採
用
し
て
い
る
企
業
も

多
く
あ
り
ま
す
が
、最
近
、高
専
生
の
能
力
に
気
づ
い
た
企
業
も
あ

り
、新
た
に
高
専
卒
の
採
用
を
始
め
る
企
業
が
増
え
て
き
て
い
る
状

況
で
す
。ま
た
、企
業
側
の
調
査
で
も
入
社
後
の
伸
び
が
良
い
社
員

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
み
る
と
、高
専
卒
、あ
る
い
は
高
専
か
ら
大
学

に
編
入
し
た
と
い
う
社
員
の
割
合
が
高
い
と
い
う
結
果
も
あ
る
そ
う

で
す
。こ
の
よ
う
に
就
職
に
関
し
て
は
、大
変
恵
ま
れ
た
状
況
に
あ

り
ま
す
。し
か
し
、企
業
と
し
て
は
、
一
緒
に
仕
事
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
人
を
求
め
て
い
ま
す
。入
社
後
に
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
た

い
か
、３
年
後
、５
年
後
に
は
ど
う
な
っ
て
い
た
い
か
と
い
う
明
確
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
な
い
と
、採
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

事
実
、
一
社
目
で
採
用
さ
れ
ず
、二
社
目
、三
社
目
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
た
学
生
も
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
学
生
に
対
し
て
、企
業
か
ら

共
通
し
て
言
わ
れ
る
の
は
、志
望
動
機
が
曖
昧
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。採
用
面
接
の
際
に
、そ
の
会
社
に
入
っ
て
、ど
ん
な
事
を
や
り

た
い
の
か
が
、明
確
に
伝
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。そ
の
た
め
、

ど
の
よ
う
な
企
業
が
あ
り
、ど
の
よ
う
な
仕
事
を
行
っ
て
い
る
の
か

を
、十
分
に
調
査
研
究
し
、そ
こ
で
、自
分
が
何
を
し
た
い
の
か
を
明

確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

企
業
は
、消
費
者
を
対
象
と
し
て
い
る
B
t
o
C
の
会
社
と
、他
の

企
業
を
対
象
と
し
て
仕
事
を
し
て
い
る
B
t
o
B
の
会
社
が
あ
り
ま

す
B
t
o
C
の
会
社
は
、テ
レ
ビ
な
ど
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
よ
く
見
聞

き
す
る
会
社
で
す
。
し
か
し
、会
社
の
数
と
し
て
は
、後
者
の

B
t
o
B
の
方
が
は
る
か
に
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
は
、４
年
生
の
１２
月
か
ら
１
月
の
間
に
希
望
す
る

企
業
を
決
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、早
い
と
こ
ろ
で
は
、３
月

に
採
用
試
験
が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。も
し
か
す
る
と
４０
年

以
上
働
く
こ
と
に
な
る
企
業
を
、比
較
的
短
期
間
に
決
定
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

後
悔
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、十
分
な
準
備
と
対
策
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

就
職・進
学
に
つ
い
て

杉
村 

敦
彦

5
年
担
任
／
情
報
電
子
工
学
科
／
准
教
授

令
和
２（
２
０
２
０
）年
度
の
土
木
建
築

工
学
科
５
年
生
の
卒
業
予
定
者
は
43
名（
男

子
27
名
、
女
子
16
名
）
で
す
。
就
職
希
望

者
23
名（
民
間
企
業
22
名
、
公
務
員
１
名
）、

進
学
希
望
者
20
名（
専
攻
科
11
名
、
研
究

生
１
名
、
大
学
編
入
８
名
）
で
し
た
。
今

年
は
就
職
・
進
学
を
問
わ
ず
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
そ
の
感
染
拡
大
防

止
対
策
に
振
り
回
さ
れ
た
1
年
で
し
た
。

就
職
活
動
の
始
ま
り
は
、
４
年
生
の
夏

休
み
に
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
し

た
。
こ
れ
に
は
ク
ラ
ス
の
ほ
ぼ
全
員
が
参

加
し
、
１
週
間
、
あ
る
い
は
２
週
間
の
職

場
実
習
を
体
験
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
先
が
就
職
先
に
結
び
付
い
た
学
生

も
数
多
く
い
た
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

先
の
選
択
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
大
部
分
の
企
業
で
面
接
試

験
が
リ
モ
ー
ト
で
行
わ
れ
、
学
生
は
自
宅

や
学
校
の
会
議
室
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て

面
接
試
験
に
臨
み
ま
し
た
。
実
際
に
対
面

せ
ず
に
自
分
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
は
大
変

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
様
な
中
で
、

ほ
と
ん
ど
の
者
が
第
1
希
望
の
会
社
か
ら

内
定
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
学
生

の
就
職
希
望
先
の
会
社
に
徳
山
高
専
卒
の

O
B
、
O
G
が
在
籍
し
た
た
め
で
す
。
こ

れ
ま
で
の
先
輩
方
の
活
躍
が
採
用
に
大
き

く
影
響
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
今
後
も
こ
の
傾
向
は
続
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
こ
の
良
好
な
連
鎖
は
徳
山
高

専
の
財
産
と
し
て
大
切
に
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

一
方
、
専
攻
科
入
試
や
大
学
編
入
学
試

験
も
、
非
常
事
態
宣
言
な
ど
の
影
響
で
試

験
日
が
延
期
さ
れ
、
本
来
行
わ
れ
る
は
ず

の
面
接
試
験
が
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

高
専
か
ら
の
大
学
進
学
は
、
複
数
の
国
公

立
大
学
が
受
験
で
き
る
こ
と
に
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
多
い
人
は
4
つ
も
の
大
学
を
受

験
し
ま
し
た
。
複
数
の
大
学
を
受
験
し
、

合
格
し
た
中
か
ら
行
き
た
い
大
学
を
選
べ

ば
良
い
の
で
す
か
ら
、
進
学
先
の
決
定
に

気
持
ち
の
余
裕
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

し
か
も
、
普
通
科
高
校
か
ら
の
大
学
受
験

と
違
い
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
を
受
け

る
こ
と
な
く
、
大
学
指
定
の
数
学
・
英
語

や
専
門
科
目
試
験
を
受
け
れ
ば
良
い
の
で

す
か
ら
、
専
門
と
は
直
接
関
係
の
な
い
科

目
の
受
験
の
た
め
の
勉
強
は
し
な
く
て
も

良
い
の
で
す
。
高
専
か
ら
の
大
学
進
学
も
、

あ
る
意
味
で
一
つ
の
財
産
で
す
ね
。

本
年
度
の
就
職・進
学
活
動
状
況

古
田  

健
一

5
年
担
任
／
土
木
建
築
工
学
科
／
教
授

令
和
2 （
２
０
２
０
）年
度
の
専
攻
科
生

の
進
路
は
民
間
企
業
就
職
13
名
、
大
学

院
進
学
11
名
、
そ
の
他
4
名
と
い
う
状
況

で
す
。

令
和
2 （
２
０
２
０
）年
度
の
専
攻
科
生

対
象
の
企
業
等
か
ら
の
求
人
は
機
械
制
御

工
学
専
攻
に
５
０
６
社
、
情
報
電
子
工
学
専

攻
に
４
８
２
社
、
環
境
建
設
工
学
専
攻
に
２

５
６
社
あ
り
ま
し
た
。
各
専
攻
と
も
前
年

度
と
同
程
度
の
高
い
水
準
の
求
人
社
数
で
し

た
の
で
、
高
専
本
科
生
の
み
な
ら
ず
専
攻

科
生
に
も
多
く
の
企
業
か
ら
引
き
続
き
ご

期
待
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
の
表
れ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
こ
れ
は
令
和
元
年
度

末
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
前
か

ら
届
い
て
い
た
も
の
を
含
む
数
で
す
の
で
、

そ
の
後
の
各
企
業
等
の
採
用
活
動
の
実
態
と

は
異
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

今
年
度
の
就
職
・
進
学
活
動
は
例
年
と

大
き
く
異
な
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
企

業
の
採
用
試
験
や
大
学
院
の
入
学
試
験
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
変
更
さ
れ
る
と
こ
ろ
も
多

く
、
再
発
表
が
慎
重
に
な
さ
れ
た
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
採
用
面
接
や
入

学
試
験
が
W
E
B
会
議
シ
ス
テ
ム
等
を
用

い
て
遠
隔
で
実
施
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
1
次
審
査
と

し
て
適
性
試
験
や
S
P
I
試
験
を
W
E
B

上
で
行
う
企
業
は
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、

多
く
の
企
業
や
大
学
の
面
接
や
入
学
試
験

が
W
E
B
経
由
で
行
わ
れ
た
の
は
今
年

の
特
徴
で
し
た
。
専
攻
科
の
入
学
試
験
も

推
薦
入
試
は
W
E
B
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利

用
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

対
面
の
面
接
の
方
が
そ
の
人
の
特
性
を

よ
り
総
合
的
に
判
断
で
き
る
、
一
堂
に
集

合
し
た
入
学
試
験
は
公
平
性
を
担
保
し
や

す
い
と
い
う
特
徴
は
あ
り
ま
す
が
、
機
器

や
通
信
環
境
の
普
及
状
況
、
実
施
側
の
リ

ス
ク
や
コ
ス
ト
を
考
え
る
と
、
将
来
的
に
も

W
E
B
会
議
シ
ス
テ
ム
等
を
使
っ
た
採
用
面

接
や
入
学
試
験
は
一
定
の
割
合
で
活
用
さ

れ
て
い
く
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
進
路
を
決
め
て
い
く
学
生
の

皆
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
一
般
的
に
言
わ
れ

て
い
た
進
路
選
択
の
際
に
考
え
て
お
く
と
良

い
こ
と
に
加
え
て
、
希
望
す
る
企
業
や
大
学

が
W
E
B
会
議
シ
ス
テ
ム
で
面
接
な
ど
を
実

施
す
る
場
合
の
自
分
の
演
出
に
つ
い
て
も
意

識
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
は
遠
隔
授
業
や
W
E
B
会
議
の
活

用
も
効
果
的
で
し
ょ
う
。

W
E
B
会
議
シ
ス
テ
ム
等
の
普
及

池
田 
将
晃

専
攻
科
幹
事
／
機
械
電
気
工
学
科
／
助
教

今
年
の

状
況

・



進
学
す
る
に
あ
た
っ
て
一
番
大
切
に
し
て

い
た
こ
と
は
、
計
画
で
す
。
基
本
的
な
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
日
の
計
画
、
一
カ

月
の
計
画
、
受
験
日
ま
で
の
計
画
、
進
学

し
て
か
ら
ど
ん
な
こ
と
が
し
た
い
か
ま
で
の

計
画
を
徹
底
し
ま
し
た
。
計
画
を
ど
れ
だ

け
実
行
に
移
せ
る
か
が
大
事
で
す
。
み
な
さ

ん
も
、
将
来
の
計
画
を
立
て
、
可
能
性
を
つ

か
み
取
り
ま
し
ょ
う
。 就

職
進
学
S
T
O
R
Y

後輩に一言  
自分の可能性を信じること

進学先  
大阪大学基礎工学部
システム科学科
機械科学コース

今
年
は
コ
ロ
ナ
状
況
の
中
で
の
就
活
だ
っ

た
の
で
日
程
が
変
わ
っ
た
り
、面
接
が
オ
ン

ラ
イ
ン
に
な
っ
た
り
し
て
、大
変
な
時
が
あ

り
ま
し
た
が
、私
は
ど
ん
な
状
況
で
も
、あ

り
の
ま
ま
の
自
分
を
見
せ
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
見

つ
め
な
お
す
こ
と
に
よ
り
、自
分
に
合
っ
た

職
種
に
巡
り
合
え
る
と
思
い
ま
す
。

後輩に一言  
友達や相談できる相手を
大切に！

就職先  
日本放送協会 技術職

「
自
分
が
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
は
何
な

の
か
」

こ
れ
を
考
え
る
こ
と
が
ど
ん
な
道
に
進

む
と
し
て
も
一
番
大
切
な
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
れ
ば
、

自
ず
と
や
る
べ
き
こ
と
は
見
え
て
き
ま
す
。

や
る
べ
き
こ
と
が
見
つ
か
れ
ば
今
ま
で
よ
り

も
楽
し
く
充
実
し
た
生
活
が
送
れ
る
は
ず

で
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
自
分
が
や
り
た
い

こ
と
を
見
つ
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

後輩に一言  
自分が本当にやりたいことを
やれる道は必ずある！

就職先  
株式会社アシックス

機械電気工学科

小林 唯人

情報電子工学科

野﨑 千智

本
科
1
年

本
科
2
年

本
科
3
年

本
科
4
年

本
科
5
年

進
学
ま
で
の
道
の
り
を
紹
介
！

井
上
さ
ん
の
リ
ア
ル
S
T
O
R
Y

機械電気工学科

井上 恭一
わたしの

入
学
時
か
ら
、
進
学
を
考
え
て
い
ま
し

た
が
、
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
、
何
か
ら

始
め
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
ず
、
焦
り
が
あ

り
ま
し
た
。
試
験
の
勉
強
だ
け
で
な
く
、

試
験
や
大
学
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
も
、
慣

れ
な
い
と
大
変
で
す
。
ま
ず
は
、
先
輩
が

進
学
さ
れ
た
学
校
に
つ
い
て
、
大
学
H
P

や
合
格
体
験
記
で
調
べ
て
み
る
の
が
い
い
と

思
い
ま
す
。
今
日
か
ら
準
備
を
始
め
て
み

て
く
だ
さ
い
。 後輩に一言  

今日から準備

進学先  
筑波大学 
情報学群 情報科学類

情報電子工学科

山根 直樹 　
希
望
す
る
会
社
や
大
学
に
就
職・進
学
し
た
学
生
は
ど
ん
な
学
生
生
活
を
お
く
っ
て
き

た
の
か
？
今
年
度
卒
業
・
修
了
す
る
学
生
に
徳
山
高
専
の
5
年
間
・
7
年
間
を
振
り
返
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。徳
山
高
専
生
等
身
大
の
リ
ア
ル
ス
ト
ー
リ
ー
と
後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
す
。

大
阪
大
学
に
合
格
し
た
先
輩
が
い
る
こ
と

を
知
り
、様
々
な
情
報
を
得
て
、進
学
へ
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
る

大
阪
大
学
は
、工
学
部
と
基
礎
工
学
部
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
を
知
り
、ど
ち
ら
も
受

験
す
る
こ
と
を
決
意

● 

4
月 

高
専
入
学
、ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
入
部

● 

1２
月 

中
国
電
力
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ

● 

4
月 

就
職
試
験（
1
次
面
接・論
述
試
験
）

● 

6・7
月 

T
O
E
I
C
の
勉
強
に
集
中

● 

１・２
月 

受
験
校
を
決
め
る
。

● 

８・９
月 

延
期
さ
れ
た
編
入
試
験
を
受
け
る

● 

勉
強
の
コ
ツ
を
つ
か
み
、成
績
ア
ッ
プ

●

コ
ロ
ナ
で
学
校
に
行
け
ず
、友
達
と
も
会
え
な
い

状
態
で
、部
屋
に
こ
も
り
っ
き
り
で
勉
強（
結
構

辛
か
っ
た
）

●

専
攻
科
入
試
が
延
期
と
な
り
、最
初
の
受
験
が
第

一
希
望
の
大
阪
大
学
基
礎
工
学
部
に
な
る

●

部
活
に
没
頭
、勉
強
と
の
両
立
も
努
力
し
て
や
り

遂
げ
る

●

進
学
＆
大
阪
大
学
を
受
け
る
こ
と
を
決
意
し
、受

験
に
む
け
た
計
画
を
た
て
る

●

推
薦
の
選
択
肢
も
あ
っ
た
が
、大
阪
大
学
へ
の
受

験
に
し
ぼ
る

● 

10
月

大
阪
大
学
基
礎
工
学
部
編
入
試
験
を
受

験
、合
格

● 

7
月

● 

11
月

本
科
1
年

本
科
3
年

本
科
4
年

本
科
5
年

就
職
ま
で
の
道
の
り
を
紹
介
！

野
﨑
さ
ん
の
リ
ア
ル
S
T
O
R
Y

企
業
説
明
会
と
N
H
K
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ・

N
H
K
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
行
き
、カ

メ
ラ
マ
ン
や
音
響
の
仕
事
を
体
験
し
技
術

職
に
興
味
を
持
つ

● 

水
泳
部
に
入
部（
小
学
校
か
ら
継
続
）

● 

進
路
に
つ
い
て
は
全
く
考
え
て
な
か
っ
た

●

高
専
で
も
結
果
を
出
す
！
と
い
う
目
標
に
向
け

て
、学
業
と
の
両
立
を
が
ん
ば
り
な
が
ら
、部
活

動
に
励
む

●

部
活
終
了
。こ
れ
ま
で
情
熱
を
大
き
く
注
い
で
い

た
も
の
を
失
い
、こ
れ
か
ら
何
が
し
た
い
か
分
か

ら
な
く
な
る

●

自
分
に
進
学
は
合
っ
て
な
い（
勉
強
は
あ
ま
り
好

き
で
は
な
い
た
め
）と
思
い
就
職
を
決
意

●

決
意
す
る
も
、就
職
先
や
業
種
が
定
ま
ら
な
い
こ

と
に
ず
っ
と
焦
り
を
感
じ
る
日
々

●

こ
れ
ま
で
の
情
報
電
子
工
学
科
の
就
職
先
を
み

て
色
々
調
査
し
、イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
先
を
探
し
、と

に
か
く
動
く

入
局
し
て
か
ら
必
要
に
な
る
資
格(

第
一
級
陸

上
無
線
技
術
士)

を
取
得
の
た
め
勉
強
中
。

● 

現
在

就
職
試
験（
２
次
・３
次
面
接
）緊
張
す
る

こ
と
な
く
オ
ン
ラ
イ
ン
面
接
に
臨
め
た
。対

面
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
面
接
は
、圧
迫
感
が
な

く
、自
分
に
は
向
い
て
い
た

● 

５
月

● 

1
月

東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ

● 

9
月

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
提
出・
S
P
I
試
験
を

受
け
る

● 

３
月

本
科
1
年

本
科
4
年

本
科
5
年

進
学
ま
で
の
道
の
り
を
紹
介
！

山
根
さ
ん
の
リ
ア
ル
S
T
O
R
Y

● 

何
と
な
く
進
学
を
目
指
す

本
科
2
年

●

進
学
を
意
識
し
た
勉
強
を
日
々
心
掛
け
、学
校
の

授
業
や
課
題
を
頑
張
っ
た

進
学
先
の
情
報
収
集
の
た
め
、過
去
の
進

学
実
績
や
大
学
H
P
を
い
っ
ぱ
い
見
た

勉
強
方
法
や
進
学
先
に
つ
い
て
学
科
の

先
生
に
相
談
し
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う

　

本
科
1
年

本
科
2
年

本
科
3
年

本
科
4
年

本
科
5
年

就
職
ま
で
の
道
の
り
を
紹
介
！

小
林
さ
ん
の
リ
ア
ル
S
T
O
R
Y

全
国
高
専
大
会
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝

こ
れ
か
ら
も
テ
ニ
ス
を
ず
っ
と
続
け
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
仕
事
に
就
き
た
い
。と
い

う
気
持
ち
が
強
く
な
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
内
定
式
が
実
施
さ
れ
る
。

● 

4
月

● 

4
月
上
旬 

面
接
を
受
け
、そ
の
場
で
内
定

● 

10
月
上
旬

内
定
者
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
。同
期
と
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通

じ
て
、入
社
後
の
自
身
の
姿
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
。

● 

2
月
上
旬

●

業
種
に
囚
わ
れ
ず
、い
い
企
業
を
探
し
て
み
る
が
、

事
業
内
容
等
惹
か
れ
る
企
業
が
無
く
進
路
に
悩
む

●

学
内
の
企
業
説
明
会
に
参
加

●

自
分
の
未
来
を
現
実
的
具
体
的
に
考
え
る
よ
う

に
な
り
、家
族
に
も
相
談
し
始
め
る

●

給
料
や
待
遇
も
大
切
だ
が
、自
分
が
や
り
た
い
こ

と
を
仕
事
に
で
き
た
方
が
良
い
と
い
う
考
え
方
に

変
化

な
ん
と
な
く
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
仕
事
に

就
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
る

テ
ニ
ス
部
に
入
部

全
国
高
専
優
勝
を
目
指
し
て
練
習
に
励
む

● 

10
月
頃

● 

８
月

株
式
会
社
ア
シ
ッ
ク
ス
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
参
加

● 

９
月

株
式
会
社
ア
シ
ッ
ク
ス
よ
り
面
接
試
験
の
案

内
を
頂
く
。

● 

1
月

●

進
学
と
就
職
の
道
、ど
ち
ら
か
に
す
る
か
は
入
っ

て
か
ら
決
め
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
入
学

進
学
を
目
指
し
て
い
た
が
、社
会
に
出
る
と

き
の
こ
と
を
考
え
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加

楽
し
そ
う
で
充
実
し
て
い
る
働
く
姿
を
み

て
、い
ず
れ
就
職
す
る
と
き
の
イ
メ
ー
ジ
を

も
つ
こ
と
が
で
き
た

● 

８
月

T
O
E
I
C（
S
P
）を
受
け
る
。こ
こ
で

T
O
E
I
C
か
ら
数
学
中
心
の
勉
強
に

● 

12
月



● 

８・９
月

私
は
将
来
、人
と
環
境
を
大
切
に
し
た
設

計
を
し
た
い
と
い
う
夢
が
あ
り
、そ
の
た
め

に
高
専
で
学
ん
だ
こ
と
を
さ
ら
に
広
げ
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
、進
学
を
決
め
ま
し
た
。

受
験
勉
強
を
一
緒
に
頑
張
っ
た
り
励
ま
し

て
く
れ
た
り
し
た
友
達
、家
族
、面
接
練
習

や
添
削
を
熱
心
に
ご
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た

先
生
方
の
お
か
げ
で
最
後
ま
で
や
り
き
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。こ
の
受
験
期
間

に
学
ん
だ
こ
と
や
周
り
の
人
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
、大
学
で
も
色
々
な
こ
と
に

挑
戦
し
て
頑
張
り
ま
す
。

後輩に一言  
色々なことに興味をもって
挑戦したら、楽しいし、
それで得られたものは
自分にとって大きな糧になる

進学先  
熊本大学 土木建築学科

私
は
入
学
当
初
か
ら
進
路
先
を
公
務
員

し
か
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

夏
の
イ
ン
タ
ー
ン
を
通
し
て
意
識
が
変
わ

り
、
結
果
進
路
を
変
更
し
ま
し
た
。
企
業

や
大
学
な
ど
進
路
先
を
知
る
手
段
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
自
分
が
将
来
後
悔
し
な

い
よ
う
に
自
分
の
目
で
見
て
、
た
く
さ
ん

調
べ
て
、
比
較
し
て
、
大
満
足
し
て
か
ら

決
め
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
！
ま
た
、

C
A
は
学
生
の
や
り
た
い
！
楽
し
み
た
い
！

に
全
力
で
答
え
て
く
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

学
生
生
活
を
後
悔
し
な
い
よ
う
に
猪
突
猛

進
で
走
り
抜
け
ま
し
ょ
う
！

後輩に一言  
「後悔はない！」って
言いきれるように全力で

就職先  
中電技術コンサルタント
株式会社

土木建築工学科

長合 香奈

本
科
1・２
年

本
科
３
年

本
科
4
年

本
科
5
年

進
学
ま
で
の
道
の
り
を
紹
介
！

佐
村
さ
ん
の
リ
ア
ル
S
T
O
R
Y

土木建築工学科

佐村 桃香

● 

3
月
末 
受
験
す
る
大
学
を
決
定
す
る

● 

４
月 

本
格
的
に
受
験
勉
強・準
備
を
始
め
る

● 

６
月
27
日 

豊
橋
技
術
科
学
大
学 

試
験
日

● 

７
月
１１
日 

熊
本
大
学 

試
験
日

● 

ぼ
ん
や
り
と
進
学
を
考
え
る

●

建
築
と
土
木
の
2
択
で
建
築
を
選
ぶ

コ
ン
ペ
や
短
期
留
学
に
挑
戦

オ
ー
プ
ン
デ
ス
ク
に
応
募
し
て
設
計
事
務

所
に
イ
ン
タ
ー
ン
に
行
く

● 

８
月

週
6
で
バ
イ
ト
の
生
活
を
送
る

授
業
中
に
寝
す
ぎ
て「
爆
睡
長
合
」の
名
が

と
ど
ろ
く

● 

１２
月

就
職
2
次
試
験（
面
接
）「
し
ゃ
べ
く
り
長

合
」の
名
が
と
ど
ろ
く
▼
内
々
定

▼
勢
い
で
技
術
士
一
次
試
験
へ
の
挑
戦
を
決
意
す
る

▼
卒
業
研
究
が
中
電
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

と
の
共
同
研
究
に
な
る

● 

６
月

コ
ン
サ
ル
業
界
を
知
る
た
め
、同
業
他
社
の

1
d
a
y
イ
ン
タ
ー
ン
に
参
加

● 

２
月

進
学
す
る
こ
と
を
決
め
、受
験
勉
強
に
少

し
だ
け
取
り
か
か
る（
志
望
校
迷
う
）

● 

冬
頃

本
科
２
年

本
科
１
年

本
科
4
年

本
科
5
年

就
職
ま
で
の
道
の
り
を
紹
介
！

長
合
さ
ん
の
リ
ア
ル
S
T
O
R
Y

● 

４
月 

就
職
試
験 

小
論
文
の
難
し
さ
を
思
い
知
る

● 

５
月 

専
攻
科
推
薦
試
験
に
合
格
。

● 

１０
月 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
内
定
者
懇
談
会

● 

１2
月 

技
術
士
一
次
試
験（
建
設
部
門
）合
格

● 

春
休
み 

資
料
準
備（
履
歴
書
、小
論
文
等
）

● 

４
月
頃 

イ
ン
タ
ー
ン
先
を
考
え
る

● 

６
月
頃 

イ
ン
タ
ー
ン
先
を
決
定

▼
連
絡
、申
し
込
み
を
す
る
。

● 

１１
月
頃 

進
路
希
望
を
中
電
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
に
決
定

● 

公
務
員
に
向
い
て
い
な
い
気
が
す
る 

▼
公
務
員
志
望
か
ら
民
間
志
望
に
乗
り
換
え

● 

就
職
の
話
で
公
務
員
へ
の
道
を
知
る

●

一
気
に
成
績
が
落
ち
る（
前
期
中
間
6
科
目
欠

点
）先
生
方
の
会
議
で
名
前
が
挙
が
る

本
科
３
年

●

こ
れ
は
や
ば
い
と
勉
強
を
頑
張
る（
平
均
点
90
点

代
達
成
！！
）

●

キ
ャ
リ
ア・デ
ー
に
参
加
、進
路
を
就
職
に
決
め
る

（
こ
の
時
点
で
は
公
務
員
志
望
）

●

公
務
員
志
望
へ
の
転
身
に
よ
り
、S
P
I
の
お
試

し
試
験
を
ぶ
っ
ち
す
る

●

土
木
と
建
築
の
選
択
で
土
木
を
選
ぶ

進
路
を
決
め
る
に
あ
た
り
、た
く
さ
ん
の

選
択
肢
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。自
分
が
何

を
し
た
い
の
か
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
な

ら
、な
ん
と
な
く
面
白
そ
う
だ
と
思
っ
た
こ

と
に
首
を
突
っ
込
ん
で
み
る
と
い
い
と
思
い

ま
す
。嫌
な
感
じ
の
人
が
い
た
ら
猫
を
か

ぶ
っ
て
切
り
抜
け
ま
し
ょ
う
。

後輩に一言  
一期一会。
嫌そうな相手でも
猫かぶって話してみて。

就職先  
株式会社奈良機械製作所

機械制御工学専攻

竹中 歩夢

低
学
年
で
成
績
が
悪
く
て
も
、
そ
れ
を

挽
回
す
る
努
力
が
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
に
も

な
り
ま
す
。
成
績
ト
ッ
プ
で
な
く
て
も
研

究
分
野
で
輝
く
こ
と
は
出
来
ま
す
。「
〜
が

ダ
メ
だ
か
ら…

」と
い
っ
た
こ
と
で
僻
ま
ず
、

目
標
を
見
つ
け
て
努
力
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
皆
さ
ん
が
夢
や
目
標
を
見
つ
け
、

そ
れ
を
叶
え
る
努
力
の
末
に
掴
む
未
来
が

良
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

後輩に一言  
明確な夢や目標を持って
努力すれば報われます！

進学先  
東京大学大学院
情報理工学系研究科 
創造情報学専攻

情報電子工学専攻

藤井 一貴

● 

1２
月 

生
徒
会
選
挙
に
立
候
補
、副
会
長
に
な
る
。

● 

９
月 

徳
山
高
専
の
４
年
次
編
入
試
験
を
受
け
る
。

● 

１０
月 

家
庭
教
師
、塾
講
師
の
バ
イ
ト
を
始
め
る
。

高
校
２
年

高
校
３
年

本
科
4
年

本
科
5
年

就
職
ま
で
の
道
の
り
を
紹
介
！

竹
中
さ
ん
の
リ
ア
ル
S
T
O
R
Y

生
徒
会
と
し
て
文
化
祭
の
運
営
に
携
わ

る
。 

動
画
編
集
に
追
わ
れ
る
。

● 

ロ
ボ
ッ
ト
研
究
部
で
回
路
を
担
当
。

● 

就
職
先
を
決
め
か
ね
て
専
攻
科
に
入
る
。

専
攻
科
１
年

高
校
1
年

● 

１１
月

本
科
1
年

本
科
4
年

本
科
5
年

進
学
ま
で
の
道
の
り
を
紹
介
！

藤
井
さ
ん
の
リ
ア
ル
S
T
O
R
Y

本
科
2
年

●

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
に
興
味
を
持
ち
、

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
部
に
入
部
。

本
科
３
年

●

数
学
の
単
位
を
落
と
す
も
、猛
勉
強
に
よ
り
再
試

は
ほ
ぼ
満
点
で
単
位
を
取
り
戻
す
。こ
の
経
験

で
、努
力
は
実
る
こ
と
を
実
感
。

●

研
究
成
果
が
認
め
ら
れ
第
34
回
先
端
技
術
大
賞 

特
別
賞
と
音
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
学
生
ポ
ス
タ
ー

賞
を
受
賞
。 

●

８
月
１８
日
〜
１９
日 

東
京
大
学 

大
学
院
受
験 

合
格
。 

●

勉
強
が
う
ま
く
い
か
ず
赤
点
ギ
リ
ギ
リ
の
ラ
イ
ン

で
入
学
早
々
挫
折
。

進
学
を
見
据
え
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
に

豊
橋
技
科
大
を
選
ぶ
。

● 

８
月

画
像
分
野
に
興
味
を
持
ち
、画
像
処
理
研

究
室
に
配
属
さ
れ
る
。専
攻
科
か
ら
大
学

院
に
進
学
す
る
こ
と
を
決
め
る
。

● 

後
期

国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
と
、中
電

技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト（
株
）に
そ
れ
ぞ
れ

1
週
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加

高
校
卒
業
後
に
、も
の
づ
く
り
の
職
に
就
き

た
く
て
、工
業
高
校
に
入
学
。中
学
の
復
習

し
か
し
な
い
授
業
に
不
満
。

● 

４
月

●

危
険
物
取
扱
者
乙
４
や
電
気
工
事
士
な
ど
の
資

格
、検
定
に
専
念
。

進
路
決
定
に
あ
た
り
、ま
だ
勉
強
し
た
い

と
思
い
進
学
を
選
択
。試
験
に
向
け
て
勉

強
を
始
め
る
。

● 

７
月

メ
カ
ト
ロ
シ
ス
テ
ム
部
に
入
部
、ロ
ボ
ッ
ト

の
回
路
を
担
当
。3
D
プ
リ
ン
タ
ー
に
興
味

を
持
ち
、中
華
製
や
ジ
ャ
ン
ク
品
を
買
っ
て

い
じ
る
、C
A
D
の
練
習
も
す
る
。

● 

７
月

県
内
の
企
業
に
２
週
間
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
行
く
、興
味
が
あ
っ
た
会
社
だ
が
実
際
に

見
て
、全
く
合
わ
な
い
と
考
え
を
改
め
る
。 

● 

8
月

長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
奈
良
機
械
製

作
所
に
お
世
話
に
な
る
。エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
部
で
3
D
モ
デ
リ
ン
グ
や
、P
L
C
を

使
っ
た
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
を
経
験
す
る
。業

務
内
容
が
自
分
の
好
き
な
こ
と
と
合
っ
て

お
り
、社
内
の
雰
囲
気
が
い
い
と
感
じ
た
。

● 

７
月

専
攻
科
１
年

研
究
室
の
先
生
の
異
動
に
伴
い
研
究
室
が

変
わ
る
。研
究
分
野
が
画
像
か
ら
音
に
変

わ
る
。

● 

４
月

専
攻
科
２
年

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
の
成
果
を
国
際
会

議
で
発
表
。

● 

５
月

東
京
大
学
大
学
院
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
。

音
声
に
関
係
す
る
機
械
学
習
の
研
究
を

行
う
。

● 

７
月

専
攻
科
２
年

S
P
I
試
験
と
面
接
を
経
て
奈
良
機
械
製

作
所
に
就
職
が
決
ま
る
。

● 

５
月



コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
休
校
、遠
隔
授
業
実
施
、

対
面
授
業
実
施
と
、
学
校
の
授
業
形
態
が

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
中
、
従
来
は
対

面
実
施
を
基
調
と
し
て
い
た
キ
ャ
リ
ア
教
育

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
、
実
施
方
法
の
試
行
錯

誤
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。

入
学
後
最
初
の
一
年
生
へ
の
実
施
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
顔
も
名
前
も

一
致
し
な
い
一
年
生
に
対
し
、
高
専
生
活
の

厳
し
さ
と
楽
し
さ
と
そ
の
後
の
進
路
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
伝
え
た
ら
良
い
の
か
、
戸
惑
い
な

が
ら
お
話
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
そ
れ
以
降
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、

中
止
し
た
一
件
を
除
き
、
基
本
的
に
対
面

実
施
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
講
話
系
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
講
師
の
方
だ
け
別
室
で
お
話

し
い
た
だ
き
、
そ
の
内
容
を
各
教
室
に

T
e
a
m
s
配
信
す
る
な
ど
、
感
染
症
拡
大

防
止
策
を
施
し
な
が
ら
の
実
施
と
な
り
ま

し
た
。

二
年
連
続
で
体
育
館
で
対
面
ブ
ー
ス
形

式
で
実
施
し
た
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ー
は
、
今
年

度
は
W
e
b
上
で
組
織
情
報
を
閲
覧
す
る

『
キ
ャ
リ
ア
・
ウ
ィ
ー
ク
』
と
し
て
、
期
間
を

二
か
月
程
度
設
定
し
、
２
大
学
、
２
自
治
体
、

県
内
企
業
も
含
め
、１
０
５
組
織
の
ご
参
加

を
頂
き
来
ま
し
た
。

学
生
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
は
、
33
組
織

か
ら
大
変
丁
寧
な
回
答
を
頂
く
こ
と
が
出

来
、
対
面
と
は
違
っ
た
良
さ
も
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
W
i
t
h
コ
ロ
ナ
の
今
後
も
実
施
方

法
を
工
夫
し
な
が
ら
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
。

後
輩
た
ち
へ
、
あ
な
た
の
今
持
つ
「
常
識
」

と
は
、
幼
少
期
か
ら
今
日
ま
で
、
社
会
や
大

人
達
に
植
え
付
け
ら
れ
た
固
定
観
念
で
す
。

他
人
の
価
値
観
だ
け
で
生
き
る
常
識
人
間
は

捨
て
て
、
本
当
に
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
や

挑
戦
し
た
い
こ
と
、
好
き
な
こ
と
、
心
か
ら

熱
中
で
き
る
も
の
だ
け
を
や
り
続
け
て
く
だ

さ
い
。
た
と
え
明
日
死
ん
で
も
、
後
悔
は
な

い
最
高
の
人
生
だ
っ
た
と
思
え
る
毎
日
を
過

ご
す
こ
と
！
以
上
！

後輩に一言
「炎」より
「竈門炭治郎のうた」が
泣けるの俺だけ？

進学先
東京大学大学院
工学系研究科
社会基盤学専攻

環境建設工学専攻

林 弘輝

コ
ロ
ナ
禍
で
も
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
!

オ
ン
ラ
イ
ン
&
オ
フ
ラ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

● 

５
月 

専
攻
科
推
薦
試
験
に
合
格

● 

８
月 

横
浜
国
立
大
学
大
学
院 

合
格

● 

９
月 

東
京
工
業
大
学
大
学
院 

合
格

● 

９
月 

東
京
大
学
大
学
院 

合
格

本
科
２
年

本
科
３
年

本
科
4
年

本
科
5
年

進
学
ま
で
の
道
の
り
を
紹
介
！

林
さ
ん
の
リ
ア
ル
S
T
O
R
Y

専
攻
科
１
年

本
科
1
年通

学
中
の
事
故
で
両
腕
同
時
骨
折

● 

４
月

帰
国
。日
本
食
は
最
強
だ
と
知
る

● 

３
月

初
恋
の
彼
女
と
破
局
。そ
の
後
1
年
ぐ
ら

い
引
き
ず
る

● 

６
月

知
人
の
紹
介
で
ア
メ
リ
カ
へ
1
ヶ
月
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
。異
国
の
文
化
に
感
銘
を
受
け
る

● 

8
月

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格

を
取
得（
受
講
料
を
1
万
円
払
う
と
誰
で

も
取
れ
る
や
つ
）

● 

8
月
ス
キ
ー・ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
同
好
会
部
長
に
就
任

● 

４
月

本
科
３.5
年（
1
年
間
休
学
）

ア
メ
リ
カ
の
ウ
エ
ス
タ
ン
ワ
シ
ン
ト
ン
大

学
に
留
学
。エ
ン
ジ
ョ
イ
し
す
ぎ
て
超
絶

エ
セ
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
イ
爆
誕

● 

４
月

専
攻
科
か
ら
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
へ
就
職
す
る

こ
と
を
決
意

● 

５
月

ア
パ
レ
ル
ブ
ラ
ン
ドA

SITA
K
A
ER

U

を
設
立

● 

１０
月

専
攻
科
２
年

F
X
で
20
万
円
負
け
る
。二
度
と
投
資
の

類
に
手
を
出
さ
な
い
と
決
意

● 

７
月

ワ
イ
ハ
行
っ
て
、研
究
室
で
揃
い
の
ア
ロ
ハ

を
着
て
、ワ
イ
キ
キ
う
き
う
き
し
て
散
歩

し
よ
う
ぜ
〜（
国
際
学
会
に
参
加
）

● 

７
月

Yo
u
T
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル「H

ighroki 
T
V

」を
開
設
。大
学
院
合
格
ま
で
の
記
録

を
V
l
o
g
と
し
て
残
し
始
め
る

● 

１2
月

●

６
〜
８
月
鹿
島
建
設
株
式
会
社
に
て
長
期
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
。大
学
院
へ
の
進

学
に
興
味
を
持
ち
始
め
る

今
年
初
の
試
み
と
し
て
、
11
月
4
日
、

1
月
6
日
、
13
日
の
計
3
回
、
モ
ン
ゴ
ル
高

専
と
の
日
本
語
に
よ
る
異
文
化
交
流
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
た
ち
は
、
日
本

語
習
得
を
目
指
す
モ
ン
ゴ
ル
の
学
生
た
ち

へ
、
独
自
の
文
化
を
日
本
語
で
教
え
る
こ
と

に
苦
戦
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
面
白
さ
も

味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
交
流
会
と
な
っ
た
よ

う
で
す
。

12
月
16
日
に
行
わ
れ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

ポ
リ
テ
ク
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
異
文
化
交
流
会

に
は
、
両
校
あ
わ
せ
て
約
20
名
の
学
生
が

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国

の
文
化
、食
事
、地
域
の
紹
介
な
ど
を
通
し
、

英
語
で
楽
し
く
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

モ
ン
ゴ
ル
高
専
や

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ポ
リ
テ
ク
と
の

異
文
化
交
流

国
際
交
流
活
動
報
告

オ
ン
ラ
イ
ン
で
世
界
を
広
げ
る
異
文
化
交
流

トビタテ！留学J A PA N

１２期大学生コースでは、川﨑さん、藤本さん、中田
さん、田中さん、須郷さんの５名が合格しました！

５期高校生コースでは徳山高専史上初７名が
合格！６期生も計画書作り、よく頑張りました！

イギリスへ未来テクノロジー留学
大本 直侑さん

マルタ共和国へ留学
熊原 彩乃さん

応募してくれた学生含めみんな頑張りました！

マレーシア マラ工科大へ
則安 聡至さん  藤本 樹宗さん

フィリピン プログラミング留学
門脇 瑠友さん

フィリピンへ IT 留学
市川 智宏さん

ドローンをこよなく愛する鮫島慈敬
さんはシンガポールポリテクニック
の学生たちとドローンコンペティショ
ンへ参加するために、２０２０年３月
にシンガポールへ留学予定でした。

2019年に来校した
シンガポールポリテクのJunhongさんと一緒に♫

国
際
交
流
室
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育

成
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
や

留
学
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
２
０
２
０
年
度
は
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
学
生
達
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
海

外
研
修
や
海
外
協
定
校
の
受
入
を
残
念
な
が
ら
中
止
せ
ざ
る
を

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
度
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
国
際
交
流
活
動
を

再
び
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
は
大
変
で
す
が
、
学
生
た
ち
の
笑
顔

あ
ふ
れ
る
活
動
が
で
き
る
よ
う
一
歩
ず
つ
前
進
し
て
い
き
ま
す
。



高
城
寮
よ
り

猪
突
猛
進 
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r
e
a
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r
o
k
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r
o
k
e
n

�

美化厚生部長を担当しました。イベントや行
事だけでなく、いつもの日常で必要なのは
掃除片付けです。今年はいろいろといつも
と変わった日常でしたが、皆さんに協力して
いただいたため、いつもより綺麗な寮にす
ることができました。

1番の思い出は、クリスマス会です。寮生会
執行部で全員着ぐるみを着てました。今回
初めて学校校舎を使って宝探しをしました。
学校にはいっさい電気をつけずに懐中電灯
を配って行いました。間違いなく史上最高
のクリスマス会でした。

土木建築工学科 4年 稲田 透直
寮生会長
土木建築工学科 4年 山下 航星

内務部長として、行事の司会や各当番表の作成などを行いま
した。週番や風呂当番をしてもらった1，2年生には本当に感謝
しています。また、今年は新型コロナウイルスの影響で例年
通りの寮生会活動を行うことはできませんでした。それでも、
ほかの役員や先生方と協力しながら、寮生全員で楽しめるよ
うな行事を企画することができて良かったと思います。

指導寮生長として寮の勉強会を担当しました。
テストの3週間前から1週間前までの金曜日を
除く平日に開催しました。私は、指導寮生員と
ともに参加してくれた学生に勉強を教えまし
た。1日約90分ですが、１年生から5年生まで
集中して勉強して、とてもいい会になりました。

土木建築工学科 4年 吉武 侑悟 機械電気工学科 4年 松田 和親

寮生会役員と寮務主事
【前列】4年 山下航星、海田寮務主事、4年 加納万帆里
【後列】4年 稲田透直、3年 外西大輝、4年 松田和親、4年 吉武侑悟

今年度の寮生会執行部は例年より活動している

期間が短かったですが、先輩方がとても優しく

私自身、楽に仕事をすることができました。私が

印象に残っていることは、寮玄関のイルミネー

ションを設置したことです。他の行事も含め、と

ても楽しく寮運営に携わることが出来ました。

副寮長
土木建築工学科 ３

年 外西 大輝

新入寮生集合写真新入寮生代表挨拶

寮生マッチの最後は「しっぽ取り」留学生も一緒にサッカー　

コロナ対策！焼食分離　 こちらは女子寮 マシュマロもあったり

夜中の校舎（談話室）で大富豪大爆笑！気配切り　　

気配切り2020決勝戦！優勝したのは留学生（写真右）卒寮生と寮生会執行部　　

初めてのオンライン演説先輩が教えてくれます

入寮式

後期寮生マッチ

寮生マッチBBQ

クリスマス会

予餞会

学寮勉強会 寮生会選挙

高城寮のイベント



学
生
会
活
動

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

後
期
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
が
11
月
11
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
例
年
と
は
違
い
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
配
慮
し
た
形
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
午
前
と
午
後
で

時
間
を
分
け
て
実
施
し
た
り
、
競
技
者
以

外
の
人
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
た
り
す
る
な
ど

少
し
変
わ
っ
た
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
と
な
り
ま
し

た
。
準
備
の
段
階
か
ら
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
学

生
が
最
大
限
楽
し
め
る
よ
う
な
ク
ラ
ス
マ
ッ

チ
に
な
る
よ
う
に
考
え
て
き
ま
し
た
。
特

に
、
時
間
で
学
生
の
移
動
を
制
限
す
る
こ

と
で
、
三
密
を
防
ぐ
対
策
を
練
る
こ
と
に

苦
労
し
ま
し
た
が
、
当
日
は
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
例
年
と
変
わ
ら
ず
、
と
て
も
盛
り

上
が
っ
た
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
と
な
り
ま
し
た
。

午
前
の
部
で
は
、
M
E
5（
M
E
＝
機
械
電

気
工
学
科
）
が
サ
ッ
カ
ー
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

フ
リ
ス
ビ
ー
ド
ッ
ヂ
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
4

種
目
を
制
し
、
総
合
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。
午
後
の
部
で
は
、
全
種
目
で
優
勝
ク

ラ
ス
が
異
な
る
接
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、

M
E
3
が
総
合
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

ま
た
、
前
期
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
が
開
催
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
初
め
て
の
参
加
だ
っ
た
1
年

生
も
先
輩
た
ち
に
負
け
ず
と
全
力
で
競
技 体

育
局
長 

機
械
電
気
工
学
科 

４
年  

原
田 

唯
斗

を
し
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
今
年

度
は
、
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
1
回
し
か
行
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
来
年
度
も
例
年
通
り
に
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

が
行
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
年

度
と
同
様
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

防
止
を
行
い
な
が
ら
、
学
生
全
員
が
楽
し

め
る
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
を
体
育
局
と
文
化
局
で

運
営
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
生
会
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

12
月
23
日
の
夕
方
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
高
専
祭

が
中
止
と
な
り
、
そ
の
代
替
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
の
位
置
付
け
で
学
生
会
が
中
心
と
な
っ
て

企
画
・
運
営
を
行
い
ま
し
た
。
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
飾
り
つ
け
や
メ
カ
ト
ロ
シ
ス

テ
ム
部
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
演
、
有
志
団

体
に
よ
る
ダ
ン
ス
の
披
露
、
吹
奏
楽
部
に
よ

る
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
、
デ
ザ
イ
ン
研

究
部
に
よ
る
ラ
ン
プ
の
紹
介
、
抽
選
会
な

ど
が
主
な
内
容
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
実

施
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
密
を
避
け
る
た

め
に
直
接
観
覧
で
き
る
人
数
を
制
限
し
、

イ
ベ
ン
ト
の
様
子
を
各
教
室
に
ラ
イ
ブ
配
信

す
る
と
い
う
形
で
実
施
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
実
施
日
の
数
週
間
前
か
ら
、

ロ
ー
タ
リ
ー
周
辺
や
談
話
室
の
前
庭
を
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
徐
々
に
飾
り
付
け
ま
し

た
。
当
日
が
近
づ
き
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
数
が
増
え
る
に
つ
れ
て
、
学
校
全
体
で

ク
リ
ス
マ
ス
気
分
が
盛
り
上
が
っ
て
い
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
予
定
通

り
玄
関
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
設
置
し
た
ス

テ
ー
ジ
と
学
生
談
話
室
で
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
は
任
意

で
し
た
が
、
多
く
の
学
生
が
学
校
に
残
っ
て

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ス

学
生
主
事
補  

室
谷 

英
彰

テ
ー
ジ
上
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
演
や
ダ
ン
ス

が
披
露
さ
れ
、
学
生
談
話
室
で
は
ク
リ
ス

マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ス

テ
ー
ジ
周
辺
や
学
生
談
話
室
で
直
接
観
覧

し
て
い
た
学
生
達
だ
け
で
な
く
、
教
室
で

ラ
イ
ブ
配
信
を
見
て
い
た
学
生
達
も
節
度

を
保
ち
つ
つ
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
に
行
わ
れ
た
総
合

企
画
室
主
催
の
校
舎
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
、

デ
ザ
イ
ン
研
究
部
の
展
示
し
た
ラ
ン
プ
が

当
日
の
雰
囲
気
を
よ
り
一
層
盛
り
立
て
て

い
ま
し
た
。
機
器
の
ト
ラ
ブ
ル
等
は
い
く
つ

か
あ
り
ま
し
た
が
、
全
体
を
通
し
て
成
功

裏
に
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
を
終
え
ら
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
の
実
現
に
向
け

て
、イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
や
、ス
テ
ー

ジ
の
設
営
、
ラ
イ
ブ
配
信
の
た
め
の
環
境

構
築
な
ど
、
学
生
会
を
中
心
に
多
く
の
学

生
達
が
積
極
的
に
動
い
て
い
ま
し
た
。
高

専
祭
が
中
止
と
な
り
、
気
を
落
と
し
て
い

た
学
生
も
多
か
っ
た
の
で
、
今
回
の
イ
ベ
ン

ト
の
成
功
が
学
生
達
の
達
成
感
に
繋
が
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
先
が
見
え
ず
、
学
生
生
活

に
多
く
の
制
限
が
あ
る
状
況
に
は
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
が
、
学
生
に
と
っ
て
は
束
の
間

の
息
抜
き
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。 



TOKU
YAMA
Internat

ional 

student

message

留
学
生
だ
よ
り

土木建築工学科

サオ サンボ

君の活動は私の思い出になって

2017年４月に日本に留学生活が始まりました。徳山
工業高等専門学校に入学する前に、１年間東京日本
語センターで日本語を勉強していました。日本語学校
で勉強している時に、高専でどのような生活になる
か、日本人の学生がどのような慣習を持っているの
か、学校授業が難しいか優しい、留学生に対する皆さ
んの考え方などを考えると心配になってしまいまし
た。徳山高専に着いた後、最初に上記の心配をまだ
持っていました。しかし、皆さんの笑顔、元気な挨拶、
暖かい会話、親切なチューターの援助、サポートして
くれる職員、先生方の優しさなどで上記の心配したこ
とが自動に切れました。徳山高専で留学生としてこの
３年間は私にとって土木建築の知識だけでなくて、貴
重な成長や経験も受けると言えます。高城寮では、助
けてくれる事務員、優しい先生と先輩などの存在があ
るために私にとって幸せな生活を送っていることがで
き、一番安全な寮だと思います。

Tokuyama kosen, I can say that you are the best 
for me and I have a lot of good memories with 
you. You come across my life’s notebook and I 
am sure that I cannot erase what you have 
written. I don’t know how I feel about you after 10 
years or when I get old. What I know now is 
that your story will be a nice topic in my 
conversations and your picture will stay inside of 
me. That why people say that we should not 
make a lot of good actions because these actions 
are the best memories we cannot forget after we 
are far and these memories will remind us in our 
lifetime. 

土木建築工学科 留学生チューター

本廣 一輝

サンボとの3年間

ある長期休暇の部活前でした。橋本先生から「留学生
のチューターをやってくれないか」と頼まれました。最
初は正直、部活も頑張っていたし、寮生でもあったの
で、サンボ君のチューターとして機能できる気がしま
せんでした。英語は必要ないと何となく察していまし
たが、実際に始業式の日に初めて会ってサンボ君の
日本語力からも支えきれるか不安が大きかったです。
しかし、彼自身とても優秀で、僕も少し助けられたりも
してました。CADなどのパソコン系統の課題のクオリ
ティの高さに驚いたのも記憶に残っています。僕とし
ては3・4年の時の留学生研修旅行で香川や鳥取に訪
れた時のサンボ君とのいろんな思い出が忘れられま
せん。5年の時にも行けるのを楽しみにしてたけど行
けなかったので、とても残念ではありましたが、その
分、サンボ君とたくさん話せた気がします。学校の課
題とかに関しての話だけでなくて、普段の些細なこと
についてのサンボの意見を聞いていくうちに、自分自

身もかなり勉強になりました。いろんな話をしたし、い
ろんなところに行った。そしていっぱい共に学んだ大
切な仲間です。僕はもう2年徳山高専で頑張るからサ
ンボも大学で頑張って！！またいろいろ話聞かせてね！

機
械
電
気
工
学
科
／
教
授

　大
西 

祥
作

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

徳
山
高
専
バ
ン
ザ
イ
！！

退
職
教
職
員
か
ら

徳
山
高
専
に
お
世
話
に
な
り
早
、丸
4

年
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
、高
松
高
専（
現
香
川
高
専
）を
卒

業
後
高
専
生
の
た
め
に
新
設
さ
れ
た
技
科

大
の
一
つ
で
あ
る
長
岡
技
科
大
に
入
学
＆

卒
業
後
三
菱
重
工
業
に
就
職
し
、原
子
力

プ
ラ
ン
ト
の
一
部
で
あ
る
装
置
や
設
備
類

の
設
計
に
約
３５
年
従
事
し
た
の
ち
、徳
山

高
専
に
2
0
1
7
年
4
月
に
採
用
頂
き
ま

し
た
。

約
40
年
前
の
自
分
が
高
専
生
で
あ
っ
た

こ
ろ
に
は
あ
ま
り
自
覚
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、会
社
に
入
社
し
た
同
期
の
高
専

卒
生
や
そ
の
後
入
社
し
て
き
た
高
専
卒
生

の
仕
事
ぶ
り
を
み
て
、や
は
り
高
専
卒
生

は
、実
践
と
理
論
の
両
方
を
勉
強
し
て
き

て
お
り
、ガ
ッ
ツ
マ
イ
ン
ド
が
あ
り
且
つ
優

秀
で
頼
も
し
い
存
在
で
あ
る
と
常
々
思
っ
て

い
ま
し
た
。

高
専
生
を
一
括
り
に
評
価
す
る
こ
と
は

無
茶
な
話
で
す
が
、上
記
の
よ
う
な
認
識

の
中
で
縁
が
あ
り
徳
山
高
専
に
お
い
て
、教

員
に
な
り
、皆
さ
ん
と
一
緒
に
学
校
生
活

を
わ
ず
か
４
年
で
す
が
過
ご
し
、私
の
認

識
は
間
違
い
で
は
な
か
っ
た
と
確
信
す
る

に
至
り
ま
し
た
。

紙
面
の
都
合
で
色
々
な
こ
と
を
語
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、最
後
に
皆
さ
ん
に
お

願
い
で
す
。

高
専
生
の
強
み
を
武
器
に
こ
れ
か
ら
ま

す
ま
す
不
透
明
と
な
る
社
会
を
生
き
抜

き
、且
つ
社
会
に
役
立
つ
よ
う
な
技
術
者

と
な
れ
る
よ
う
に
何
事
に
も
挑
戦
し
て
く

だ
さ
い
。頑
張
れ
徳
山
高
専
！！

徳山高専テクノ・アカデミア技術セミナー（周南市役所）

徳山高専テクノ・アカデミア企業見学（不二輸送機工業）

徳山高専キャリア・デー



　昨年、高城会は設立40周年を迎えて、この紙面で
母校への支援充実をお約束しました。しかしその直
後、ニューノーマルな世の中での母校支援とは何か、
という問いに直面し、今もその答えは出ていません。
　例年支援していたロボコンはオンライン開催とな
り、高専祭の中止によってホームカミングデーもなくな
りました。そんな中、学生主催の「冬の高専祭」に合
わせて、それを彩るイルミネーションの形で、卒業生
から学生の皆さんへのエールを送らせていただきま
した。
　2020年の年末は、横浜で実物大のガンダムが動
き（制御プログラム担当の吉崎航さんは本校卒業
生）、周南では徳山高専の純白の校舎が色鮮やかな

光に包まれました。どちらも新しい世の中を予感させ
る希望の光でした。高城会では、学生の皆さんが夜
空に伸びる一筋の光のように、周りを照らしてどこま
でも伸びていけるような支援を模索していきます。

今年度は、コロナ禍によりテレワークやオンライン授業な
ど例年にないことを手探りで行うことが多く、そのため
各々の適応力や対応力が問われる一年でした。今年度の
高専だよりの構成を決める編集会議はオンラインで行い、
私は高専だより編集の責任者を初めて担当しました。例年

編集後記

高城会は学生の皆さんを応援しています

行うことは長い間のノウハウや改善により最適化された状
態ですが、新しいことを行えば多少の失敗はあります。今
年度も皆様の協力で高専だよりを発行できます。最後に、
原稿を執筆いただいた皆様に心よりお礼申し上げます。　
　　　　　　　　　　　　　  （高専だより編集委員 力）

高城会理事長 機械電気工学科 15期卒  張間 貴史

本校の「設計情報工学」プログラムは、
日本技術者教育認定機構（JABEE）
からの認定を受けています。

本校は、令和元年度に独立行政法人大
学評価・学位授与機構の認証評価を受け、
認証評価基準を満たしていると認定さ
れました。平成18年度に同機構による
認証評価を得ており、引き続き認定さ
れたものです。
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